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限られた医療資源を守るために、私たちに何ができるでしょうか？

浜田の医療を守るために
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昭
和
15
年
２
月
28
日　
現
在
の
浜
田
市
元
浜
町
に
て
誕
生

昭
和
27
年　
浜
田
市
立
第
二
中
学
校
入
学

昭
和
29
年　
全
国
中
学　
　
　
200
ｍ
自
由
形　
優
勝
（
２
分
23
秒
６
）

昭
和
30
年　
島
根
県
立
浜
田
高
等
学
校
入
学

昭
和
32
年　
日
本
選
手
権　
　
200
ｍ
自
由
形　

２
位
（
２
分
10
秒
６
）

　
　
　
　
　
日
本
高
校
選
手
権　
200
ｍ
自
由
形　
優
勝
（
２
分
12
秒
０
）

昭
和
33
年　
八
幡
製
鐵
（
現
在
の
新
日
鐵
住
金
㈱
）
に
入
社

　
　
　
　
　
ア
ジ
ア
競
技
大
会　
200
ｍ
自
由
形　
優
勝
（
２
分
８
秒
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
800
ｍ
リ
レ
ー　
優
勝
（
８
分
29
秒
５
）

　
　
　
　
　
日
本
選
手
権　
　
200
ｍ
自
由
形　

２
位
（
２
分
７
秒
７
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
400
ｍ
自
由
形　
３
位
（
４
分
37
秒
０
）

昭
和
34
年　
日
本
選
手
権　
　
200
ｍ
自
由
形　

２
位
（
２
分
８
秒
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
400
ｍ
自
由
形　

２
位
（
４
分
30
秒
０
）

昭
和
35
年　
日
本
選
手
権　
　
200
ｍ
自
由
形　

２
位
（
２
分
４
秒
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
400
ｍ
自
由
形　

２
位
（
４
分
25
秒
７
）

　
　
　
　
　
ロ
ー
マ
五
輪　
　
400
ｍ
自
由
形　
８
位
入
賞
（
４
分
39
秒
６
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
800
ｍ
リ
レ
ー　

２
位
【
銀
メ
ダ
ル
】（
８
分
13
秒
２
）

昭
和
36
年　
日
本
選
手
権　
　
200
ｍ
自
由
形　

２
位
（
２
分
４
秒
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
400
ｍ
自
由
形　

２
位
（
４
分
26
秒
１
）

昭
和
37
年　
日
本
選
手
権　
　
200
ｍ
自
由
形　
優
勝
（
２
分
２
秒
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
400
ｍ
自
由
形　
３
位
（
４
分
25
秒
２
）

昭
和
38
年　
日
本
選
手
権　
　
200
ｍ
自
由
形　

２
位
（
２
分
４
秒
２
）

昭
和
39
年　
東
京
五
輪　
　
　
　
【
日
本
選
手
団
の
旗
手
を
務
め
る
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
800
ｍ
リ
レ
ー　
３
位
【
銅
メ
ダ
ル
】（
８
分
３
秒
８
）

昭
和
40
年　
日
本
選
手
権　
　
100
ｍ
自
由
形　
優
勝
（
56
秒
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
200
ｍ
自
由
形　
優
勝
（
２
分
４
秒
５
）

昭
和
41
年　
日
本
選
手
権　
　
100
ｍ
自
由
形　

２
位
（
56
秒
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
200
ｍ
自
由
形　
３
位
（
２
分
４
秒
２
）

昭
和
43
年　
八
幡
製
鐵
水
泳
部
コ
ー
チ
に
就
任

昭
和
44
年　
八
幡
製
鐵
水
泳
部
監
督
に
就
任

昭
和
53
年　
八
幡
製
鐵
水
泳
部
幹
事
長
に
就
任

　
　
　
　
　
福
岡
県
水
泳
連
盟
副
会
長
に
就
任

　
　
　
　
　
北
九
州
市
水
泳
連
盟
理
事
長
に
就
任

平
成
４
年
10
月
18
日　
逝
去　
（
52
才
）

浜田が生んだ1964年東京五輪の旗手　福井 誠さん　経歴と功績 浜
田
が
生
ん
だ

 
東
京
五
輪
の
旗
手

福
井 

誠
故 

福
井
誠
さ
ん
は
、
昭
和
15
年

に
浜
田
市
元
浜
町
に
生
ま
れ
、
浜
田

市
立
第
二
中
学
校
、
島
根
県
立
浜
田

高
等
学
校
在
学
中
に
そ
れ
ぞ
れ
、
水

泳
大
会
で
全
国
優
勝
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
選
手
権
や
ア
ジ
ア

競
技
大
会
な
ど
の
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
、
１
９
６
０
年
の
ロ
ー
マ

五
輪
と
１
９
６
４
年
の
東
京
五
輪
で

は
、
800
ｍ
リ
レ
ー
に
出
場
し
、
ロ
ー

マ
で
は
銀
メ
ダ
ル
、
東
京
で
は
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東

京
五
輪
で
は
、
日
本
選
手
団
の
旗
手

を
務
め
、
現
役
を
退
い
て
も
、
次
世

代
の
選
手
育
成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
福
井
誠
さ
ん
の
功
績
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
こ
の
た
び
、

「
浜
田
市
室
内
プ
ー
ル
」
の
愛
称
を

「
福
井
誠
記
念
プ
ー
ル
」
と
し
ま
し

た
。２

年
後
の
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

の
開
催
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
１
９
６

４
年
東
京
五
輪
で
旗
手
を
務
め
ら
れ

た
福
井
誠
さ
ん
の
輝
か
し
い
功
績
は
、

益
々
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

再
び
浜
田
か
ら
、「
第
２
の
福
井
誠

選
手
」
が
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
す
。

９
月
22
日
㈯
、
浜
田
市
室
内
プ
ー
ル
に
「
福
井

誠
記
念
プ
ー
ル
」
の
愛
称
を
か
か
げ
、
プ
レ
ー
ト

の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
福
井
誠
さ
ん
の
弟
の
福
井
七
郎
さ

ん
、
甥
の
岩
本
誠
治
さ
ん
、
福
井
誠
後
援
会
副
会

長
の
田
原
博
志
さ
ん
、
そ
し
て
競
泳
元
日
本
代
表

選
手
で
あ
り
浜
田
Ｐ
Ｒ
大
使
の
千
葉
す
ず
さ
ん
、

ア
テ
ネ
五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
山
本
貴
司
さ
ん
、

ロ
ン
ド
ン
五
輪
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
寺
川
綾
さ
ん
、

世
界
選
手
権
に
出
場
し
た
細
川
大
輔
さ
ん
ら
を
招

き
ま
し
た
。

館
内
で
は
、
福
井
誠
さ
ん
が
ロ
ー
マ
五
輪
と
東

京
五
輪
で
獲
得
し
た
メ
ダ
ル
や
、
ロ
ー
マ
五
輪
で

着
用
し
た
日
本
代
表
の
ブ
レ
ザ
ー
な
ど
、
貴
重
な

品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

福
井
誠
記
念
プ
ー
ル
除
幕
式

・
特
別
ス
イ
ム
イ
ベ
ン
ト

ま
た
、
９
月
23
日
㈷
に
は
、
競
泳
元
日

本
代
表
の
４
選
手
を
特
別
講
師
と
し
た
水

泳
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
な
ど
約

50
人
が
参
加
し
、
水
の
か
き
か
た
や
水
中

で
の
姿
勢
を
直
接
指
導
さ
れ
る
な
ど
、
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎
�
９
７
２
１

競泳元日本代表の４選手を特別講師とした水泳教室

千葉すずさん 山本貴司さん

寺川綾さん 細川大輔さん

ご親族の福井七郎さん
　（福井誠さんの弟）

福
井
誠
さ
ん
が
獲
得
し
た

東
京
五
輪
の
銅
メ
ダ
ル

福
井
誠
さ
ん
が
着
用
し
た

ロ
ー
マ
五
輪
の
ブ
レ
ザ
ー

と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア

1964年東京五輪の日本選手団の入場行進
先頭で国旗を掲げ旗手を務める福井誠さん

「福井誠記念プール」の愛称と
　なった浜田市室内プール　▶
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浜田市医師会
会長　齋藤寛治さん

浜田市消防本部　警防課
救急救助係長　浦田博文

浜田医療センター
院長　石黒眞吾さん浜田医療センター

かかりつけ医からのメッセージ
私たちは、健康に関することを何でも相談でき、必要なときに専門の医療機関

を紹介するかかりつけ医として、日頃の診療活動をはじめ、市の特定健診、乳幼
児健診、各種予防接種事業などに携わっています。そのほか、学校医、産業医な
ど、健康づくりのための様々な医療・保健・介護活動を行っています。

浜田市医師会の大きな事業として、浜田准看護学校を運営しており、卒業生の
多くは浜田市の医療・保健・介護現場で活躍されています。

これからも私たちは、地域の皆さんの期待に応えられるよう医療・福祉・予防
医学に研鑽を重ねてまいります。そして、皆さんにますます信頼され、開かれた
医師会を目指しますのでよろしくお願いいたします。

まめネットをご存じですか
まめネットは、患者の診療情報を、患者が許可をした

島根県内の医療機関などで共有する無料の制度です。診
療情報の共有だけでなく検査や調剤などを行う際にも、
より正確で安全な処置などができるようになり、多くの
メリットがあります。

まめネットのステッカーが
貼ってある医療機関などで加
入手続・使用ができます。

救急隊員からのメッセージ
近年、全国的に救急車の出動件数・搬送人員数はともに増えています。これは

浜田市でも同様です。出動件数の増加に伴い、救急隊の現場までの到着時間も遅
くなっています。また、過去の統計から救急搬送された傷病者の約５割が入院の
必要性のない「軽症」でした。一概に「軽症だから救急車は使ってはいけない」
とは言えませんが、救急出動が増加すると一刻を争う重症の傷病者への対応が遅
れ、「救えるはずの命」が救えなくなる可能性があります。

安易な救急車の利用は極力避け、本当に救急車を必要と
している人のために、緊急時以外はほかの交通手段を活
用しましょう。

市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

中核病院からのメッセージ
浜田医療センターは県西部では唯一の三次救急救命センターを備え、がん診療

連携拠点病院として急性期総合病院の役割を担っています。
高齢化が進んだ地域では必要とされる

回復期病床を運用し、急性期から在宅・
介護施設への移行がスムースに計れるよ
うに地域の診療所並びに介護・福祉施設
などと連携しています。市民の皆さんに
良質な医療を提供すべく職員は日々研鑽
しています。　

休日応急診療所を利用しましょう
休日に、浜田市医師会の医師が交代で診療を行っています。休日に受診

するときは、軽症であれば休日応急診療所を受診しましょう。
　
場所　　市役所本庁舎　地階
開設日　日曜日・祝日（１月１日を除く）
時間　　午前10時～11時30分
　　　　午後１時～３時30分
診療科　内科・小児科（軽症患者が対象）

かかりつけ医を持ちましょう
かかりつけ医はあなたの日ごろからの健康状態を知っていて、気軽に何

でも相談できる医師のことです。具合が悪くなったときは、平日の日中に、
早めにかかりつけ医を受診し、休日・夜間の受診を減らしましょう。

かかりつけ医のメリット
・体調などに関して何でも相談できる
・医療面で早めの対策がとれる
・必要な場合は専門家を的確に紹介してもらえる
・患者だけでなく、家族や地域の状況まで把握し
　ているので、適切な治療を組んでもらえる

　高齢化が進む中、医療の需要はますます高まってきています。一
方、医師や看護師などの医療従事者の不足が全国的に問題となって
おり、浜田市も例外ではありません。
　医療機関にかかるとき、そして、普段元気なときから、私たちに
できることがあります。

浜田の医療を守るために
限られた医療資源を守るために、私たちに何ができるでしょうか？

休日応急診療所

問合せ　
地域医療対策課医療対策係

　☎�９3 １０

医師の充足率（平成29年）

浜田市 73.1％
島根県 77.0％

浜田市の医師数の推移

浜田市の医師数は平成２８年で130人
と決して多くない状況です。勤務医師
の充足率も平成２9年は73.1％と島根県
の中で低い現状です。
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浜田市の人口と救急件数の推移

平成29年は3025件

平成28年は130人

H
18

H
19

H
20

H
21

H
22

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

中核病院 かかりつけ医

高度な検査や医療を提供します。

高度な検査や治
療が必要になっ
た場合はかかり

中核病院での治療修了後、通院が必

日常に密着した医療を提供します。

要な場合はかか
りつけ医で受診
しましょう。

つけ医が中核病院を紹介します。

住 民

中核病院とかか りつけ医の役割
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浜田の地域医療を守る会
会長　岩谷百合雄さん

医師　張
ちょう

　優
ゆ う み

美さん

医師　猪
い の き ざ こ

木迫彩
あ や か

香さん医師　沖
お き た

田聡
さ と し

司さん 医師　玉
た ま き

木翔
し ょ う こ

子さん医師　原
は ら

　和
か ず し

志さん

診療科：消化器内科
出身高校：浜田高校
出身大学：島根大学

（平成２5年卒）
○浜田市地域枠推薦

診療科：整形外科
出身高校：浜田高校
出身大学：島根大学

（平成28年卒）
○浜田市地域枠推薦

診療科：整形外科
出身高校：浜田高校
出身大学：島根大学

（平成27年卒）

診療科：外科
出身高校：浜田高校
出身大学：島根大学

（平成27年卒）

初期研修医
出身高校：浜田高校
出身大学：島根大学
　 （平成30年卒）
○浜田市地域枠推薦

浜田の地域医療を守る会からのメッセージ
「浜田の地域医療を守る会」は、医療機関、関係団体、住民、行政が力をあわ

せて地域医療を守ることを目的として、平成22年に設立された会です。
現在、医療機関や専門学校、連合自治会など35団体が所属しており、住民が安

心して暮らすことができ、医療従事者が安心して働くことができる環境を目指し
て、医療従事者の育成や医療に関わることの普及啓発に取り組んでいます。

私たちの取組はまだまだ小さなものですが、市民の皆さんが浜田の医療につい
て考えるきっかけとなることを願っています。

国民健康保険診療所の医師が、小・中
学校で出前授業を行いました。

医師国家試験・医学部合格者をお祝
いしました。

浜田出身の島根大学の医学生と意見
交換を行いました。

浜田の医師・医学生の交流会を行い
ました。

「みんくるカフェ」を開催し、住民
と医療や介護について意見交換を行
いました。

浜田駅北医療フェスタに出展しました。

「中・高生夏期医療体験実習」を
国民健康保険診療所で受け入れました。

中学生・高校生を対象に、座談会「医
療系学生と話そう」を行いました。

医療従事者の人材育成など、取組の一部を紹介します

そのほかにも、浜田医療センターには地元出身の若手医師が勤務しています

浜田市第１号となる島根大学医学部地域枠推薦出身の医師を
浜田医療センターへお迎えしています

へき地医療を中心とする島根県の医療に貢献し
たいという強い使命感を持った意欲ある学生を選
抜し、深刻化する島根県の医師不足の解消を目的
として、平成18年４月に島根大学医学部医学科地
域枠推薦入試が始まって10年が経過しました。

浜田市の皆さん こんにちは。本年度４月より新しく
浜田医療センターに赴任しました張優美と申します。平
成２5年に島根大学医学部医学科を卒業し、初期臨床研
修、後期研修を終えて消化器内科医として浜田市に戻っ
てまいりました。

小学校中学年から中高と約10年間を浜田市で過ごし、
高校卒業後1２年ぶりに地元に戻ってまいりました。浜田
医療センターは西部地区での中核病院となっており、
様々な分野の症例が昼夜問わず経験できるためとても勉
強になっております。まだ赴任して半年と日は浅いです
が、医療センターはほかの診療科の医師とも連携がとり
やすく、相談しやすい環境にあるためとても働きやすい
職場だと思います。

医師になってから６年目でまだまだ未熟ものではござ
いますが、浜田市の皆さんのお役に立てるよう精進して
まいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

このたび、平成19年に浜田市から初めて推薦し
た張

ちょう

優
ゆ う み

美さんが、医師となり、４月から浜田医療
センターで勤務しています。

皆さんにご紹介します。
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２
０
１
９
年
に
浜
田
開
府
四
百
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
浜
田
の

歴
史
や
文
化
、
記
念
事
業
に
つ
い
て
、
市
職
員
が
説
明
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　
職
域
や
市
民
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
や
小
・
中

学
生
な
ど

日
時　
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
内
事
業
所
、
公
民
館
、
学
校
な
ど

※　
会
場
は
主
催
者
で
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金　
無
料

申
込
み　
講
座
を
希
望
す
る
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
講
師
派
遣
依

頼
書
を
開
府
４
０
０
年
推
進
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
講
師
派
遣
依
頼
書
は
、
浜
田
開
府
四
百
年
祭
実
行
委
員
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

安全・安心なまちづくりを目指している浜田市では、
小中学生の登下校に合わせた見守り・声かけや、青色
防犯パトロール隊による見回りを行い、犯罪や事故の
防止に取り組んでいます。そんな中、島根県立大学生
が理不尽に命を奪われるという悲しい事件が発生し、
より一層防犯意識が高まっているところです。

※　市役所「ふるさと寄附推進室」窓口でも受け付
けています。

本プロジェクトへの支援を、お待ちしております。

※　市民へは総務省通知を踏まえ、返礼品（特産品）
を送付しないこととしています。

※　１万円以上の寄附で、伝統芸能の石見神楽神楽
面の手札を送付します（市民へも手札を送付しま
す）。

出
前
講
座

　
　
浜
田
開
府
四
百
年
に
つ
い
て

　
　
説
明
し
ま
す　
　

　　　　　ガバメントクラウドファンディング ™　
皆さんのご寄附をお願いします　　　

安全安心なまちづくり
みんなで守る地域を目指して

防犯カメラを増設して
見守り人口を増やしたい！

「防犯カメラ増設プロジェクト」
　への寄附はこちら

furusato-tax.jp/gcf/368

見守り人口を増やしたい
はまだ防犯の都対策「防犯カメラ増設プロジェクト」

これまでも市内各地域で防犯カメラを設置してきま
したが、現在まだ不足している状況です。このプロジェ
クトへいただいた寄附は、全て防犯カメラ増設のため
に活用します。2019年３月末までに、新たな見守りの
目としての防犯カメラの増設を行い、より安全・安心
なまちづくりを推進します。

目標額は450万円で、防犯カメラを10台設置予定で
す。設置された防犯カメラには「はまだ防犯の都対
策『防犯カメラ増設プロジェクト』」のシールを貼り、
多くの人に事業の周知を図っていきます。

「ガバメントクラウドファンディング™」とは・・
2013年に「ふるさとチョイス」が提唱した、ふる

さと納税の適用となるふるさと納税型クラウドファ
ンディングが「ガバメントクラウドファンディング™ 
（ＧＣＦ™）」です。

問合せ　
　ふるさと寄附推進室　☎�９２２０

12月31日ま
で

受付中

問
合
せ　

　
観
光
交
流
課
開
府
４
０
０
年
推
進
室

　
☎
�
９
２
２
８

　
市
で
は
毎
年
、
各
分
野
で
市
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
、
多

年
の
ご
功
労
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
10
月
１
日
㈪
、
次
の
皆
さ
ん

に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
年
齢
は
10
月
１
日
現
在
・
掲

載
は
50
音
順
）

平成30年度浜田市表彰
～ 市発展に功労のあった皆さんを表彰 ～

　
《
地
方
自
治
功
労
》

　
多
年
に
わ
た
り
市
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方

自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
澁
谷　
幹
雄　
　
（
62
歳
・
長
浜
町
）

　
西
田　
清
久　
　
（
61
歳
・
三
隅
町
古
市
場
）

　
多
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域
防
災

に
努
め
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

青
木　
耕
二　
　
（
48
歳
・
金
城
町
今
福
）

石
田　
誠　
　
　
（
55
歳
・
金
城
町
七
条
）

石
田　
正
博　
　
（
63
歳
・
金
城
町
入
野
）

一
法
師　
康
裕　
（
58
歳
・
旭
町
木
田
）

岩
田　
唯
昭　
　
（
54
歳
・
弥
栄
町
栃
木
）

上
山　
忠
治　
　
（
55
歳
・
金
城
町
波
佐
）

宇
川　
健　
　
　
（
53
歳
・
金
城
町
下
来
原
）

河
﨑　
貴
義　
　
（
61
歳
・
金
城
町
小
国
）

川
野　
正
次　
　
（
45
歳
・
殿
町
）

幸
田　
誠　
　
　
（
57
歳
・
金
城
町
波
佐
）

佐
伯　
憲
児　
　
（
50
歳
・
旭
町
木
田
）

佐
々
木　
一
美　
（
62
歳
・
長
沢
町
）

佐
々
木　
景
悟　
（
56
歳
・
宇
野
町
）

佐
々
木　
輝
雄　
（
56
歳
・
金
城
町
七
条
）

佐
々
木　
秀
樹　
（
50
歳
・
上
府
町
）

佐
々
木　
正
博　
（
61
歳
・
三
隅
町
三
隅
）

芹
原　
克
博　
　
（
49
歳
・
金
城
町
長
田
）

千
代
延　
英
信　
（
48
歳
・
長
沢
町
）

中
山　
美
樹　
　
（
54
歳
・
三
隅
町
岡
見
）

西
坂　
浩
晃　
　
（
45
歳
・
金
城
町
波
佐
）

花
手　
知
資　
　
（
53
歳
・
国
分
町
）

濵
井　
直
紀　
　
（
51
歳
・
旭
町
木
田
）

日
原　
政
春　
　
（
57
歳
・
弥
栄
町
木
都
賀
）

平
岡　
輝
和　
　
（
43
歳
・
三
隅
町
向
野
田
）

宮
田　
高
幸　
　
（
51
歳
・
金
城
町
上
来
原
）

《
民
生
事
業
功
労
》

　
多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
と

青
少
年
健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
水　
靖
之　
　
（
74
歳
・
清
水
町
）

《
教
育
文
化
功
労
》

　
多
年
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
德
川　
龍　
　
　
（
42
歳
・
旭
町
市
木
）

　
布
田　
義
幸　
　
（
61
歳
・
旭
町
今
市
）

　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
館
長
と
し
て
地
域
の

生
涯
学
習
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　
平
野　
公
望　
　
（
78
歳
・
内
田
町
）

　　
多
年
に
わ
た
り
公
民
館
主
事
と
し
て
地
域
の

生
涯
学
習
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
横
山　
さ
つ
き　
（
59
歳
・
金
城
町
小
国
）　

　
多
年
に
わ
た
り
公
立
学
校
学
校
医
と
し
て
学

校
保
健
の
推
進
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
村　
吉
秀　
　
（
55
歳
・
内
村
町
）

　
森
脇　
裕
平　
　
（
57
歳
・
日
脚
町
）

時と

き代
を
超
え
て 

明あ

す日
に
つ
な
ぐ

四
〇
〇
年
に
想
う
未
来
―
新
た
な
浜
田
の
物
語
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島根あさひ社会復帰促進センター開所10

周年記念フォーラムに出席しました

（９月１日・２日）

起業・新事業のための資金調達セミナー
を開催しました（９月７日）

島根県ろうあ者大会に出席しました
（９月２日）

ふるさと浜田の集い（東京都）に出席し
ました（９月９日）

百寿の長寿者をお祝いしました
（９月10日）

石本正日本画大賞展の授賞式に出席しま
した（９月18日）

石見郷土研究懇話会浜田大会に出席しま
した（９月16日）

大場美佳さんがJICA青年海外協力隊と
してベナン共和国で障がい児・障がい者
支援を行うことになりました（９月20日）

浜田市議会定例会で議員と職員が「浜田開府400年」のポロシャツを着用してＰＲを行いました（９月28日）

障がい者雇用優良事業所として、㈱リフ
レッシュかなぎと特別養護老人ホーム偕
生園を表彰しました（９月27日）

しまね映画塾2018in浜田の撮影合宿の開
講式に出席しました（９月22日）

各地区で開催された敬老会に出席しまし
た（９月８日～23日）

●鉄くず売払収入　　　   6,497,605円
●資源ごみ売払収入　　 15,577,358円
（内訳）　　　アルミ缶　　　　13,678,396円
　　　　　　スチール缶　　　1,118,129円
　　　　　　ペットボトル　　   616,896円
　　　　　　ビールびん　　　　　59,031円
　　　　　　一升びん　　　　　104,906円
●容器包装リサイクル協会拠出金収入
　　　　　　　　     　 　1,713,521円
※　これは、ペットボトル・プラスチック容器包装・

びんを出荷して得た収入です。

問合せ　
環境課リサイクル推進係　☎�９４３０

※　ごみ処理にかかった費用は、約13億1,400万円で、
このうち、ごみ袋などの売上収入約1億1,000万円で
全体の約8.4％を賄っています。

　なお、歳入と歳出の差額である約11億5,300万円は、
税金などで補填しています。

平成29年度　浜田市のごみ処理経費

ごみ処理経費の状況
【歳入】 （単位：円）
ごみ袋など売上収入 109,417,332
ごみ搬入手数料 5,814,000
資源ごみなど売払収入 23,788,484
可燃ごみ焼却灰処分費 21,676,000
ごみカレンダー広告収入など 600,145

歳入額　合計 161,295,961

【歳出】 （単位：円）
ごみ袋作製、販売経費 44,009,844
ごみ収集経費 219,370,835
資源ごみ中間処理経費 97,415,258
不燃ごみ処理場経費 72,698,431
可燃ごみ処理場運営負担金 765,189,000
人件費 95,027,422
ごみ収集カレンダー作製費など 20,071,871

歳出額　合計 1,313,782,661

歳出額－歳入額 1,152,486,700

燃やせないごみ の 違反ごみ は

収集できません　４月から実施しているごみの分別の変更により、燃
やせないごみは金属類、陶器類、ガラス類、電気製品
のみとなっています。
　変更に伴う移行期間として、これまでは燃やせない
ごみにプラスチック製品が入っている場合は、幅広に
収集していましたが、平成31年１月からは、燃やせな
いごみの違反ごみとして取り扱いますので、ご注意く
ださい。

　燃やせないごみの違反ごみには違反ステッカーを貼
り、ごみステーションに残しますので、ほかの違反ご
みと同様に再分別をしていただく必要があります。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

平成31年１月から、燃やせないごみに
出すと、違反ステッカーを貼ります。

レジ袋プラスチックのバケツ

ボールペンＤＶＤ・ビデオテープ類

燃
や
せ
る
ご
み
袋
【
み
ど
り
色
】
に

入
れ
て
く
だ
さ
い

燃やせるごみとなる
プラスチック製品の一例

平成31年１月から
ご注意ください
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９月22日㈯、石見弁を学び、体感するイベントが今市公民館
で開催され、小学生を含む地域住民34人が参加しました。これ
は、「方言」でこそ伝わるものがあると題して、方言が持つ独
特のニュアンスや豊かな感情表現をとおして、お互いの心に響
く感情を磨き、併せて生活の中で次世代に伝承していこうと、
今市公民館が企画したものです。

イベントでは、石見方言研究家の神本晃さんを招き、言葉の
授業や方言クイズ、石見弁で語る昔ばなしなどを楽しみながら
学びました。

９月22日㈯、島根県西部運転免許センターでどんちっち交通
安全フェスティバルin浜田が行われ、約200人が参加しました。
　これは、交通事故防止を目的に、浜田警察署と交通関係の12
団体が協力して、去年に続き２回目の開催になります。

当日は、警察車両パレードで始まり、県警による音楽演奏が
あり、演奏の合間には、反射材の着用を呼びかけました。会場
内には、警察車両の試乗や歩行シミュレーターなどの体験もで
き、来場者は交通安全意識を高める良い機会になりました。

９月21日㈮、美川幼稚園で園児15人が地域の人たちと一緒に、
隣接している田んぼで稲刈りを行いました。地域の人から鎌の
使い方や稲の根元を持って刈るように教わり、前日の雨で、ぬ
かるんだ田んぼにはまりながらも、自分の背丈ほどに実った稲
を、一生懸命刈りました。刈った稲を運び、地域の人に、束に
して「はで干し」をしてもらいました。

園児は、「大変だったけど、楽しかった」と話していました。
　刈った稲を脱穀して、　11月には、地域の人たちと「新米の会」
を開催して新米を味わう予定にしています。　　　　

９月21日㈮、秋の全国交通安全運動にあわせ啓発活動が三隅
町内で行われました。この取組は、悲惨な交通事故を少しでも
減らすため浜田市交通安全協会三隅支部が地域の住民や学校な
どの各種団体と共に毎年実施しているものです。

この期間中、住民が早朝からのぼり旗や交通安全標語板を掲
げ、国道９号を通る運転者に交通安全を呼びかける人の目交通
監視のほか、各地区での立哨活動、地元企業による交通安全啓
発用チラシの配布などが行われ、地域全体で交通安全を呼びか
けました。

９月19日㈬、旭小学校４年生22人が山ノ内梨園で地域の特産
品である赤梨「豊水」の収穫作業を体験しました。児童たちは、
梨について学ぶため、春から梨の観察や摘果作業を行い、梨の
生育を見守ってきました。

当日は、収穫前に大きさや色などを観察し、梨の絵を描いた
のち、生産者からおいしい梨の見分け方やもぎとり方を教えて
もらい、大きく育った梨を落とさないように丁寧に収穫しまし
た。約250個の梨を収穫した児童たちは、もぎたての梨を頬張り、
「甘くておいしい」と顔をほころばせていました。

９月26日㈬、交通安全運動街頭指導キャンペーンがＪＡ金城
支店駐車場で行われ、約40人が参加しました。

これは、秋の全国交通安全運動期間中、交通事故防止を目的
に浜田市交通安全協会金城支部今福分会が開催したものです。

当日は、今福小学校５、６年生の児童が「安全運転をお願い
します」と声をかけ、啓発用グッズを配り交通安全を呼び掛け
ました。参加者は「運転者、歩行者が交通ルールを守り、交通
事故が起きないように心掛けないといけない」と話していまし
た。

９月25日㈫、電動車安全運転講習会が弥栄支所前イベント広
場と弥栄会館で開催されました。

これは、浜田市交通安全協会弥栄支部と浜田市社会福祉協議
会弥栄支部が、高齢者の電動車による事故防止のため秋の全国
交通安全運動にあわせて企画したものです。

講習会では、浜田警察署や交通安全協会、電動車販売事業者
の皆さんの指導のもと、安全運転の知識や電動車の点検方法を
学び、脱輪や悪路を想定したコースなどを体験しました。

９月23日㈷、弥栄自治区敬老会が弥栄会館で開催され、約
140人の高齢者が参加しました。

当日は、弥栄小学校児童による作文や歌、弥栄中学校の生徒
による合唱、地域の団体による踊りや神楽が披露され、にぎや
かに長寿をお祝いしました。

参加者は、児童の作文や握手、肩たたきなどのふれあいに笑
顔でうれしそうに応えていました。

また、久しぶりに会う友人たちとの会話に花を咲かせました。

♥Town Topics

子どもたちも楽しく方言を学ぶ

「石見弁」で楽しくおしゃべり
～　「方言」でこそ伝わるものがある　～

あさひ

歩行シミュレーターを体験する

刈った稲を一生懸命運ぶ園児たち

標語板を掲げ交通安全を呼びかける

大きい梨を採ったよー

事故ゼロを達成するために
～　秋の全国交通安全運動三隅支部啓発活動　～

みすみ

大きく育った梨を収穫
～　旭小学校　梨の収穫体験　～

あさひ

子どもたちが稲刈りに挑戦
～　美川幼稚園稲刈り　～

はまだ

交通事故を防ごう
～　どんちっち交通安全フェスティバルin浜田　～

はまだ

運転手に交通事故防止を呼び掛ける児童

今日も安全運転でお願いします
～　交通安全運動街頭指導キャンペーン　～

かなぎ

電動車で悪路のコースを体験する

交通ルールを守って安全走行
～　高齢者電動車安全運転講習会　～

やさか

田ばやしでお祝いする

敬老会で長寿を祝う
～　弥栄自治区敬老会　～

やさか
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まちのわだい
安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

９月16日㈰、「昭和の車大集合」が、弥栄支所前イベント広
場で行われました。このイベントは懐かしの名車や憧れの名車
を眺めながらおいしい食べ物を食べ、子どもから大人まで楽し
く１日過ごすことを目的に、ＩＣＯＣ石見カーオーナーズクラ
ブが開催したものです。

当日は、トヨタ2000ＧＴや1960年代のスカイラインＧＴ-Ｒ
など多くの昭和の名車が展示され、Ｔ型フォード（大正11年式）
の乗車体験がありました。来場者は記念撮影をしたり、いろん
な角度から目を輝かせて、見学していました。

９月５日㈬、今福小学校稲刈りを、全校児童と地域の人たち
が一緒になって行いました。

児童たちは、５月に田植えを行い、米作りをとおして米の成
長過程の観察を行ってきました。２月には、収穫した米で日頃
お世話になっている地域の人たちと卒業を祝う会で一緒にもち
つきを行います。当日は、地域の人たちの手ほどきを受けなが
ら、たわわに実った稲穂を鎌で刈り取り、くくった稲をはで干
ししました。児童たちは慣れないながらも笑顔で「鎌で刈り取
るのが難しかった。もちつきが楽しみ」と話していました。

９月５日㈬、少年の主張浜田市大会が三隅中学校体育館で開
催されました。この大会は、中学生が日頃、学校や日常の生活
体験をとおして感じたことを発表することにより、自立心を育
てるとともに親や大人に対する理解と関心を高めることを目的
に浜田市中学校長会が中心となって企画したものです。

浜田市内９中学校代表の生徒10人が、身の回りの出来事や友
達との関わりなど、中学生の素直な感性で主張しました。三隅
中学校３年の河野寛生さんが最優秀賞（１席）に選ばれ、９月
27日㈭に安来市で開催された島根県大会に出場しました。

９月１日㈯、かなぎシェアハウス学習会が始まり、金城中学
校３年生７人が参加しました。

この学習会は、雲城地区にあるかなぎシェアハウスで暮らす
島根県立大学生が、中山間地域の課題解決の一つとして、大学
生の強みを生かした活動として地元中学生への学習機会の提供
を始め、今年で３年目を迎えます。

学習会に参加した中学生は、大学生から中学校の時の学習方
法を聞いたり、学習の進め方やポイントについてアドバイスを
受けながら学習に取り組んでいました。

懐かしの車を眺める来場者

黄金色に実った稲を刈りとる児童たち

自分の思いを発表する中学生

学習に取り組む生徒たち

クラシックカーが勢揃い
～　昭和の車大集合　～

やさか

実りの秋 収穫に笑顔 今年も豊作
～　今福小学校稲刈り　～

かなぎ

中学生が熱い思いを発表
～　少年の主張浜田市大会　～

みすみ

大学生が学び合いの場を提供
～　かなぎシェアハウス学習会　～

かなぎ

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

認
定
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

制
度
と
は
？

　
適
切
な
応
急
手
当
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
体
制
を
有
す
る
事
業
所
な
ど

を
「
ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
し
て
認
定
し
、
こ
れ
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
重
篤
な
傷
病
者

が
発
生
し
た
際
の
救
命
率
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
そ
の
社
会
貢
献
を

高
く
評
価
し
、
地
域
に
お
け
る
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
認

定
さ
れ
た
事
業
所
と
は
？

　
こ
の
制
度
の
主
旨
に
同
意
し
協
力

を
し
て
い
た
だ
け
る
、
次
の
３
つ
の

項
目
を
満
た
し
て
い
る
事
業
所
に
認

定
証
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

①
誰
も
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
る

こ
と
。

②
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
常
時
使
用
可
能
な
状
態

に
整
備
し
て
い
る
こ
と
。

③
救
命
講
習
な
ど
を
修
了
し
た
従
業

員
な
ど
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
認
定

事
業
所
を
拡
充
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
９
月
に
新
た
に
18
事
業

所
を
認
定
し
、
全
部
で
１
４
３
事
業

所
の
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
認
定
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
認
定
さ
れ
た
事
業
所
を
含
め
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
認
定
事
業
所
の
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
各
所
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
配
置
場
所
の
地
図
も
随
時
更
新

し
て
い
ま
す
。  

認定した事業所には、
表示証が提示されています

新
た
に
認
定
さ
れ
た
18
事
業
所

（
順
不
同
）

・
浜
田
市
金
城
総
合
運
動
公
園
（
ふ

れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ
）　

・
島
根
県
西
部
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
い
わ
み
ー
る
）

・
今
井
産
業
㈱
工
事
開
発
部　
　

・
国
民
宿
舎　
千
畳
苑

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
弥
栄
苑

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
寿
光
苑

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
長
寿
苑　

・
認
定
こ
ど
も
園
み
な
と
子
ど
も
園

・
長
沢
保
育
園　
　
　
　
　
　
　

・
認
定
こ
ど
も
園
こ
く
ふ
子
ど
も
園

・
認
定
こ
ど
も
園
あ
さ
ひ
子
ど
も
園

・
上
府
保
育
園　
　
　

・
㈱
Ａ
コ
ー
プ
西
日
本
Ａ
コ
ー
プ
あ

さ
ひ
店　

・
ゆ
う
ひ
パ
ー
ク
浜
田
㈱

・
浜
田
市
立
石
正
美
術
館　

・
㈱
Ａ
コ
ー
プ
西
日
本
Ａ
コ
ー
プ
み

す
み
店

・
美
又
温
泉
会
館

・
美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー

ま
ち
か
ど
救
急
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度

の
効
果
は
？　

　
認
定
事
業
所
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
応
急
手

当
の
技
術
を
広
く
活
用
す
る
こ
と
で
、

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
、

市
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
措

置
な
ど
を
迅
速
に
行
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
救
命
率
と
社
会
復
帰
率
の
向
上

が
期
待
で
き
ま
す
。

緊
急
時
は
、
お
近
く
の
認
定
事
業

所
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

まちかど救急ステーション
認定証交付式

※　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
消
防
本
部
警
防
課
救
急
救

助
係　
☎
�
５
１
６
７

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
11
月
９
日
㈮
か
ら

15
日
㈭
ま
で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉

に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

防
火
標
語
（
平
成
30
年
度
全
国
統
一

防
火
標
語
）

「
忘
れ
て
な
い
？

　
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」

住
宅
防
火　
い
の
ち
を
守
る　
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

※　
お
や
す
み
前
に
も
う
一
度
、
火

の
元
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※　
町
内
会
な
ど
で
実
施
す
る
消
火

訓
練
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

☎
�
１
１
６
７
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税
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育
て

健
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保
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療・年
金
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権
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浜田市定住婚活推進係

Facebook
「いいね！」お願いします

結婚支援専用 LINE
「友だち登録」お願いします

問合せ　政策企画課定住婚活推進係　☎�９２００問合せ　産業政策課　☎�９５０１

防
災
行
政
無
線
で
全
国
一
斉

訓
練
放
送
を
行
い
ま
す

　
地
震
・
風
水
害
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
伝

達
す
る
た
め
の
一
斉
訓
練
放
送
を
行

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
全
て
の
防
災
行
政

無
線
か
ら
放
送
が
流
れ
ま
す
。

※　
こ
の
訓
練
放
送
は
、
浜
田
市
以

外
の
地
域
で
も
行
わ
れ
ま
す
。

訓
練
放
送
日
時

　
11
月
21
日
㈬　
午
前
11
時
頃

放
送
内
容

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」
を
３
回
繰
り
返
し
ま
す
。

※　
前
後
に
チ
ャ
イ
ム
音
が
鳴
り
ま

す
。

※　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、
災
害
時
に
国

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
、

人
工
衛
星
な
ど
を
介
し
て
瞬
時
に

受
信
し
、
市
町
村
の
防
災
行
政
無

線
な
ど
を
自
動
的
に
放
送
さ
せ
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
合
せ　
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係　
☎
�
９
１
２
２ 

生
活
・
環
境

２
０
１
９
年
版
島
根
県
民
手

帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

　
島
根
県
統
計
協
会
及
び
市
で
は
、

毎
年
「
島
根
県
民
手
帳
」
を
発
刊
・

販
売
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
手
帳
は
、
予
定
表
の
ほ
か
、

県
内
の
主
要
統
計
デ
ー
タ
や
県
内
の

お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
便
利

な
資
料
を
掲
載
し
た
、
ハ
ン
デ
ィ
タ

イ
プ
で
使
い
や
す
い
手
帳
と
な
っ
て

い
ま
す
。

価
格　
１
冊
５
５
０
円

※　
平
成
31
年
１
月
末
ま
で
市
役
所

総
合
窓
口
課
及
び
各
支
所
防
災
自

治
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　
情
報
政
策
課
統
計
企
画
係

　
☎
�
９
１
２
０

メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ
に
よ
る
架

空
請
求
に
は
注
意
し
て
く
だ

さ
い

「
法
務
省
管
轄
支
局
国
民
訴
訟
通
達

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
と
い
っ
た
、
公
的

機
関
に
類
似
し
た
差
出
人
か
ら
「
消

費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
の

お
知
ら
せ
」
の
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
裁
判
所
や
法
務
省
な
ど

の
公
的
機
関
を
か
た
り
、
不
安
を
あ

お
っ
て
連
絡
さ
せ
て
お
金
を
だ
ま
し

取
る
詐
欺
の
手
口
で
す
。

　
ま
た
、
有
名
企
業
を
か
た
っ
た
、

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）
に
よ
る
架
空
請
求
も
全

国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
法
的
措
置
」、「
訴
訟
通
知
」、「
給

与
・
不
動
産
差
し
押
さ
え
」
な
ど
の

通
知
は
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
届
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
ハ
ガ
キ

や
メ
ー
ル
は
無
視
し
、
書
か
れ
て
い

る
電
話
番
号
に
は
か
け
な
い
で
く
だ

さ
い
。

不
安
で
あ
れ
ば
消
費
者
セ
ン
タ
ー

や
警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

浜
田
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

日
時　
月
～
金
（
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）　　

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
☎
�
３
１
６
０

島
根
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

日
時　
月
～
金
・
日
（
土
・
祝
日
・

　
年
末
年
始
を
除
く
）　　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時　

　
☎
０
８
５
２
�
５
９
１
６

※　
日
曜
日
は
電
話
受
付
の
み
で
す
。

（
午
前
８
時
30
分
～
正
午
・
午
後

１
時
～
５
時
）　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
１
８
８

警
察
相
談
専
用
電
話　

　
☎
＃
９
１
１
０　
又
は

　
☎
０
８
５
２
�
９
１
１
０

日
時　
月
～
金
（
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
及
び
時
間
外
は
当
直
員

が
対
応
し
ま
す
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

　
☎
�
９
４
２
０

草
木
な
ど
の
焼
却
は
近
所
迷

惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

　
田
畑
や
庭
か
ら
出
た
草
木
な
ど
を

焼
却
す
る
こ
と
は
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

最
近
「
野
焼
き
」
に
対
す
る
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
苦
情
の
多
く
は
「
煙
で
窓
が
開
け

ら
れ
な
い
」「
洗
濯
物
に
臭
い
が
つ

く
」「
煙
で
体
調
が
悪
く
な
っ
た
」

な
ど
で
す
。

　
田
畑
や
庭
か
ら
出
た
草
木
で
あ
っ

て
も
焼
却
せ
ず
に
土
に
還
す
、
燃
や

せ
る
ご
み
袋
に
入
れ
て
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
出
す
又
は
直
接
エ
コ
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ど
う
し
て
も
草
木
な
ど
を
焼
却
さ

れ
る
場
合
は
、
時
間
帯
や
風
向
き
を

見
な
が
ら
少
量
ず
つ
短
時
間
で
焼
却

し
、
必
ず
消
火
を
確
認
す
る
な
ど
近

所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ　
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
�
９
４
２
０

住

宅

住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

税
務
・
納
税

ｅ‐Ｔａｘ
で
確
定
申
告
を
す

る
人
は
電
子
証
明
書
の
期
限

切
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
確
定
申
告
を
す
る

人
は
、
電
子
証
明
書
が
格
納
さ
れ
た

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
又
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
が
必

要
で
す
。
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
格
納
し

た
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は
発
行

か
ら
３
年
間
で
す
。
新
規
発
行
・
更

新
は
平
成
27
年
12
月
を
も
っ
て
終
了

し
て
い
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
（
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
す
る
ま
で
に
有
効
期

限
が
切
れ
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
交
付
ま
で
お
お
む
ね
１

か
月
か
か
り
ま
す
。
確
定
申
告
に
間

に
合
う
よ
う
に
早
め
に
申
請
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
前
面
に

書
か
れ
て
い
る
有
効
期
限
は
カ
ー

ド
の
も
の
で
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
、

本
人
確
認
書
類
を
提
示
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
総
合
窓
口
課
及
び
各
支
所

市
民
福
祉
課
で
写
真
撮
影
し
、
職
員

が
代
わ
り
に
申
請
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

11
月
11
日
か
ら
17
日
は

「
税
を
考
え
る
週
間
」
で
す

税
を
考
え
る
週
間

テ
ー
マ　
く
ら
し
を
支
え
る
税

　

国
税
庁
で
は
、「
税
を
考
え
る
週

間
」と
し
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
様
々

な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

https://w
w

w
.nta.go.jp/

浜
田
税
務
署
長
納
税
表
彰
式

　
納
税
思
想
の
高
揚
な
ど
に
貢
献
し

た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
す
。

日
時　
11
月
13
日
㈫

　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
浜
田
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議

室
租
税
作
品
合
同
表
彰
式

　
租
税
作
品
合
同
表
彰
式
を
行
い
ま

す
。

日
時　
11
月
10
日
㈯

　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
ゆ
め
タ
ウ
ン
浜
田　
１
階

給
与
所
得
者
の
年
末
調
整
説
明
会
及

び
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
な
ど
の

説
明
会

　
平
成
30
年
分
の
年
末
調
整
の
仕
方
、

法
定
調
書
・
給
与
支
払
報
告
書
の
記

載
と
提
出
及
び
消
費
税
の
軽
減
税
率

制
度
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　
11
月
15
日
㈭

子

育

て

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯
ブ

ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま
す
）

む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１
歳

以
上
の
在
宅
幼
児

※　
保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

日
程　
11
月
15
日
㈭

受
付　
午
後
１
時
10
分
～
30
分

場
所　
旭
保
健
セ
ン
タ
ー
（
今
市
公

民
館
）

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代
を

含
む
）

※　
タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
み　
旭
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

福
祉
係　
☎
�
１
４
３
５

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施

し
ま
す

第
二
浜
田
ダ
ム
多
目
的
広
場

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
第
二
浜
田
ダ
ム
多
目
的
広
場
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
開
放
し
て
い
ま
す
。
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
自
由
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
ゴ
ル
フ
な
ど
芝
生
が
傷
む

行
為
は
禁
止
し
ま
す
）。

　
利
用
に
つ
い
て
の
事
前
予
約
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ベ
ン
ト
や
大

会
（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
）
で
広

場
を
一
時
的
に
占
用
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
維
持
管
理
課
公
園
係　

　
☎
�
９
６
２
２

　
12
月
１
日
、
全
国
で
住
生
活
総
合

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
住
生
活
の
安

定
・
向
上
に
係
る
総
合
的
な
施
策
を

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

　
市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空
き

家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
合
せ　
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推

進
係　
☎
�
９
２
０
０

推
進
す
る
上
で
必
要
な
調
査
で
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
10
月
に
実
施
さ
れ
た
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
に
回
答
い
た
だ
い

た
世
帯
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ
た
世

帯
調
査
方
法　
調
査
の
対
象
と
な
る
世

帯
に
は
、
11
月
下
旬
か
ら
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
調
査
票
を
配
布

し
、
郵
送
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り

回
収
し
ま
す
。

問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指
導
係

　
☎
�
９
６
３
２

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
�
９
４
０
０

　
午
後
２
時
～
４
時
30
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

問
合
せ　
浜
田
税
務
署

　
☎
�
０
３
６
０

第二浜田ダム多目的広場



18広報はまだ：平成30年11月号19 広報はまだ：平成30年11月号

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
お
電

話
を

　
虐
待
か
ど
う
か
迷
う
場
合
で
も
、

子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
い
ち
早
く

キ
ャ
ッ
チ
す
る
た
め
に
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
連
絡
・
相
談
が
子
ど
も

を
守
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
悩
む

保
護
者
を
支
援
す
る
た
め
の
大
き
な

一
歩
と
な
り
ま
す
。
連
絡
は
匿
名
で

も
で
き
、
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関

す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
窓
口

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
１
８
９

・
浜
田
児
童
相
談
所

　
☎
�
３
５
６
０

・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
相
談

係　
☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待　

殴
る
、
蹴
る
、
叩

く
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ

ぶ
る
、
や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺

れ
さ
せ
る
な
ど

性
的
虐
待　

子
ど
も
へ
の
性
的
行

為
、
性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル

ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な

ど
ネ
グ
レ
ク
ト　
家
に
閉
じ
込
め
る
、

食
事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔

に
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す

る
、
重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院

に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

心
理
的
虐
待　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別

的
扱
い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家

族
に
対
し
て
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

乳
幼
児
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群

　
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な
い
か
ら

と
い
っ
て
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
と
、
赤

ち
ゃ
ん
の
脳
や
網
膜
に
損
傷
を
与

え
、
重
い
障
が
い
が
残
っ
た
り
、
命

を
落
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ど
う
し
て
も
泣
き
や
ま
な
い
と

き
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安
全
な
場
所
に

寝
か
せ
て
、
そ
の
場
を
少
し
の
間
で

も
離
れ
、
ま
ず
自
分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

し
つ
け
の
つ
も
り
と
思
っ
て
も
…

　
保
護
者
が
「
し
つ
け
」
と
思
っ
て

い
て
も
、
子
ど
も
に
苦
痛
を
与
え
る

な
ど
、
子
ど
も
の
成
長
に
悪
影
響
を

与
え
る
場
合
は
虐
待
に
あ
た
り
ま

す
。
子
育
て
が
う
ま
く
い
か
な
い
時

に
は
、
保
健
師
や
保
育
所
（
園
）・

幼
稚
園
・
学
校
の
先
生
に
相
談
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係　
☎
�
９
３
３
１

健
康
・
福
祉

【　浜　田　】
日 時間 会　場 日 時間 会　場 日 時間 会　場

７
日
㈬

10:00～10:10 大麻公民館

９
日
㈮

9:00～　9:10 後野８町内公民館

13
日
㈫

9:00～　9:10 福井集会所
10:30～10:40 陽光台集会所 9:25～　9:35 後野４町内公民館 9:20～　9:30 小福井団地集会所
11:00～11:10 門田地区公民館 　9:50～10:00 石見公民館佐野分館 9:40～10:00 石原集会所
11:30～11:40 JFしまね浜田支所津摩出張所 10:15～10:25 石見公民館宇津井分館 10:15～10:30 美川公民館
13:00～13:15 周布公民館 10:45～10:55 河内集会所 10:40～10:50 一の瀬集会所
13:25～13:35 日脚児童館 11:10～11:30 ラ・ペアーレ浜田 11:00～11:10 草森勝美様宅前（鍋石町）
13:45～13:55 長浜商港会館 13:00～13:15 浜田ビューティーカレッジ 13:00～13:10 櫟田原公民館
14:05～14:15 長浜公民館 13:25～13:40 緑ヶ丘相談室 13:25～13:35 田橋児童館
14:25～14:35 柴田畳店前 13:50～14:05 県営住宅黒川団地

14
日
㈬

8:30～　9:00 浜田公民館

８
日
㈭

9:00～　9:20 国府公民館有福分館 ４の３町内集会所 9:15～　9:35 紺屋町ふれあい広場
9:30～　9:40　大峠口バス停前（大金町） 14:15～14:25 靴のまつむら駐車場 9:50～10:20 琵琶町集会所
9:50～10:15　順興寺前

12
日
㈪

9:00～　9:10 長見町２町内公民館 10:35～10:55 医師会館前
10:25～10:50　上府三宅集会所 9:20～　9:30 石見公民館長見分館 11:10～11:40 ジョイプラザ
13:00～13:20 久代公民館 10:00～10:10 西岡公民館 13:00～13:15 瀬戸見文化センター
13:40～13:50 国分自治会館 10:20～10:30 石見公民館細谷分館 13:30～14:00 浜田保健所
14:10～14:40 国府公民館 10:45～10:55 三階町東岡公民館 14:55～15:05 瀬戸ケ島集会所
14:50～15:10 JFしまね浜田支所国府出張所 11:10～11:20 三階町５町内公民館 15:20～15:30 笠柄３町内集会所前
15:30～15:40 佐々木米穀店前（下府町） 13:00～13:10 野原２町内公民館

13:20～13:30 総合福祉センター
13:40～13:50 竹迫４町内集会所
14:10～14:40 石見公民館

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場及び市役所東分庁舎１階地域医療対策

課・各支所市民福祉課・各公民館にあります。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成

30年度各種健（検）診日程表」に掲載しています。

※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるよ
うな服装で受診してください。

※　同じ年度内に肺がん検診を受けている人は、
結核レントゲン検診を受けられません。

　
　　　　　問合せ　地域医療対策課保健予防係
　　　　　　　　　☎�９３１１　　　
　　　　　　　　　各支所市民福祉課

11月結核レントゲン検診の日程

11月各種がん検診の日程
　12月以降のがん検診日程は、「平成30年度各種健
（検）診日程表」をご覧ください。
　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種が
ん検診を、無料で受診することができます。がん検
診受診の際は、本人確認ができるもの（健康保険証・
運転免許証など）をご持参ください。
※　年度内に同じ検診を複数回受診される場合は、

２回目以降全額負担となります。

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人及

びクーポン券が送付された人
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター

☎�７７００
申込受付時間　14:00～16:00

実施期間
平成31年２月28日㈭まで
毎週火・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00
検査時間　15:00～17:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター
【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社　☎�７４４２

実施日 受付時間 会　場
浜
田11月26日㈪ 　9:00～11:30 市役所第２東分庁舎１階13:00～15:00
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）

を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

肺がん検診（予約不要）
対象　40歳以上

実施日 受付時間 会　場
浜
田11月15日㈭ 8:30～　9:00 浜田合同庁舎

9:30～10:00 国府公民館

金
城11月15日㈭

10:45～11:00 みまた会館
11:30～11:45 くざ会館
13:30～13:45 ふれあい会館
14:15～14:40 みどりかいかん
15:00～15:15 小笹集会所

旭11月16日㈮

8:00～　8:30 旭保健センター
8:45～　8:55 木田生活改善センター
9:10～　9:20 重富生活改善センター
9:50～10:00 市木生活改善センター

10:15～10:30 都川高齢者活動促進センター
金
城11月16日㈮ 13:00～13:15 ときわ会館

13:45～14:00 おぐに会館
弥
栄11月16日㈮ 14:30～14:45 弥栄会館

15:00～15:15 弥栄老人福祉センター
浜
田

11月18日㈰
（休日検診） 8:00～10:00 市役所第２東分庁舎１階

浜
田11月19日㈪

9:00～　9:20 美川公民館
9:40～10:00 長浜公民館

10:30～11:00 周布公民館

三
隅11月19日㈪

11:30～11:45 白砂公民館
13:30～13:50 三保公民館
14:30～14:45 黒沢公民館
15:15～15:30 みのり会館

三
隅11月20日㈫

　9:00～　9:20 市役所三隅支所
　9:40～10:00 岡見公民館
10:20～10:40 岡見駅舎
11:00～11:30 海石集会所
13:00～13:30 三隅保健センター

浜
田11月20日㈫ 14:15～14:45 石見公民館

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

浜
田

11月15日㈭ 9:00～10:00 ラ・ペアーレ浜田
13:00～13:30 石原集会所

11月18日㈰
（休日検診） 8:30～11:00 市役所第２東分庁舎１階

（要予約）
※　11月18日㈰の検診は、予約が必要です。島根県環

境保健公社（☎�７４４２）に申し込んでください。
※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受

診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。
２時間前までは、コップ１杯程度の飲水は可能です。

避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメ
ン・ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

子宮頸がん検診の受診間隔について
今回の受診結果 対応又は受診間隔

細胞診「異常なし」かつ
HPV検査「陰性（－）」 次回は、3年後に受診

細胞診「異常なし」かつ
HPV検査「陽性（＋）」 次回は、1年後に受診

細胞診「異常あり」 精密検査を受診
※　一般的な間隔ですので、医師の指示を守りましょう。

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
医療機関によっては、予約が必要となります。
※　HPV検査の結果により受診間隔に違いがあります。
対象　20歳～49歳までの女性

実施期間 平成31年２月28日㈭まで

実施場所

江木医院　☎�１１８１（予約不要）
浜田医療センター内　健診センター
☎�７７００（要予約）
予約受付時間　14:00～16:00
実施日　毎週月～金曜日
当日受付　　9:00～　9:30
検査時間　10:00～

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

浜
田11月９日㈮

9:00～　9:30 長浜公民館
10:15～10:30 長浜商港会館
11:00～11:30 津摩児童館
13:00～13:30 周布公民館
14:30～15:00 大麻公民館

問合せ　地域医療対策課保健予防係　☎�９３１１
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ツ 問合せ　上下水道部管理課料金係　☎�９９０３

※　12月28日まで使用できます。

新水道料金 フリーダイヤル問合せ
専 用

浜田市上下水道部からのお知らせ

☎０８００－５５５－１
い
１
い
３
み
２
ず

対象者　40歳以上（浜田市に住民票がある人）
※　今年度、職場健診や人間ドックなどで大腸が

ん検診を受診された人は、受ける必要はありま
せん。

※　浜田自治区の検診日程は、「広報はまだ」平
成31年１月号に掲載します。

受診料　無料
検診方法及び日時　郵送法となります。次の流れ

を確認し、間違いのないようにお願いします。

①　検診会場で容器を配布します（各自治
区検診日程を確認してください）。

※　大腸がん検診受診票を持っている人
は、受診票に必要事項を記入の上、検診
会場へ持参してください。受診票は、会
場にも準備しています。

②　２日間採便し、便の容器を返信用封筒
に入れて検査機関へ送付してください。

③　結果通知は、検査容器提出後、１か月
程度で受診者へ送付されます。

問合せ　各支所市民福祉課

　インフルエンザは、インフルエンザウイル
スに感染することによって起こり、通常、初
冬から春先に流行します。症状は、高熱・関
節痛・筋肉痛・のどの痛み・咳・鼻水などが
あります。普通の風邪に比べて全身症状が強
く、気管支炎や肺炎などを合併して重症化す
ることが多いのもインフルエンザの特徴です。

１　感染予防と感染拡大防止のために、次の
ことに注意しましょう。

①インフルエンザの予防接種は重症化の防止
に効果が期待できます。予防接種を受けて
効果がでるまでに約２週間かかり、効果が
持続するのは約５か月間といわれています。
そのため、12月中旬までに接種を受けるこ
とをお勧めします。

②手洗いとうがいをしっかりしましょう。
③咳やくしゃみが出るときは、マスクを必ず

着用しましょう。
④室内の乾燥に注意し、50～60％の適度な湿

度を保ちましょう。

⑤人ごみへの外出はできるだけ控えましょう。
また、やむをえない外出時はマスクを着用
することも防御になります。

⑥十分な休養やバランスのとれた食事を心掛
け、体調管理に努めましょう。

２　インフルエンザにかかった場合
①早めに医療機関に受診し、安静にして休養

をとり、十分に水分補給をしましょう。
②周りの人にうつさない気配り「咳エチケッ

ト」を心掛けましょう。マスクをせずに咳
やくしゃみをすると、ウイルスが２～３m
飛ぶと言われています。

咳エチケットとは
・咳・くしゃみの際にはティッシュなどで口

と鼻を押さえ、周りの人から顔をそむけま
しょう。

・使用後のティッシュは、すぐにフタ付きの
ゴミ箱に捨てましょう。

・症状のある人はマスクを正しく着用し、感
染防止に努めましょう。

各自治区検診日程（容器配布）
容器配布日 受付時間 会場

旭
11月５日㈪

　9:00～　9:30 木田生活改善センター
10:00～10:30 重富生活改善センター
11:00～11:30 都川高齢者活動促進センター
13:30～14:00 市木生活改善センター

11月６日㈫
　～８日㈭ 　9:00～17:00 市役所旭支所市民福祉課

金
城

11月６日㈫

　9:30～10:00 みまた会館
10:30～11:00 くざ会館
11:30～12:00 かたらいの家
13:00～17:00 市役所金城支所市民福祉課

11月７日㈬
　9:30～10:00 ときわ会館
11:00～11:30 おぐに会館
13:00～17:00 市役所金城支所市民福祉課

11月８日㈭
9:30～10:00 小笹集会所

10:30～11:00 ふれあい会館
13:00～17:00 市役所金城支所市民福祉課

11月９日㈮ 9:00～17:00 市役所金城支所市民福祉課

三
隅

11月13日㈫
9:00～　9:30 海石集会所

10:30～11:00 白砂公民館
13:30～14:00 上室谷集会所
14:30～15:00 下室谷集会所

11月14日㈬

9:00～　9:30 松原集会所
10:00～10:30 中組集会所
11:00～11:30 谷集会所
13:30～14:00 黒沢公民館
14:30～15:00 三隅保健センター

11月15日㈭
9:00～　9:30 三保公民館

10:30～11:00 岡見公民館
13:30～14:00 みのり会館
14:30～15:00 旧井野児童館

11月16日㈮ 9:00～17:00 市役所三隅支所市民福祉課
弥
栄

11月27日㈫ 9:00～11:30 市役所弥栄支所市民福祉課
11月28日㈬ 9:00～11:30 弥栄老人福祉センター

大腸がん検診を受けましょう

検診の流れ

浜　田　市

受　診　者

検　査　機　関

ご
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社
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年
金
保

険
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し
ま
す

年
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整
・
確
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ま
で
大
切
に

保
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て
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さ
い
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
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告
で
全
額
が
社
会
保

険
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控
除
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な
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す
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そ
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。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。
こ

の
た
め
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら

10
月
１
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
人
へ
、「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
を
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
（
又
は
領
収
証
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
30

年
10
月
２
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
平
成
31
年

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

※　
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会

保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
家
族
あ
て
に
送
付
さ
れ

た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
上
、
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の

照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き

に
表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」

で
す

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
と
、

い
つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録
を
確
認

で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
に
つ
い
て
、
自
身
の
年
金
記
録

を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。　

※　

詳
し
く
は
日
本
年
金
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.nenkin.go.jp/n_

net/

問
合
せ　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど
専

用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

指
定
の
診
断
書
を
も
と
に
判
定
を

行
い
ま
す
。

※　
本
人
・
配
偶
者
又
は
扶
養
義
務

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上

の
場
合
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
。

※　
障
が
い
の
程
度
・
所
得
制
限
・

手
続
の
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　
☎
�
９
３
２
２　

健 康 コラムコラム

インフルエンザが流行する前に予防しましょう

問合せ　地域医療対策課保健予防係　☎�９３１１
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

伝 言 板
まちかど

展
示

日
時　
11
月
３
日
㈷
～
18
日
㈰　
午

前
９
時
～
午
後
５
時（
月
曜
日
休
館
）

場
所　
石
正
美
術
館　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

料
金　
無
料

基
調
講
演

「
置
物
師
永
見
巌
周
辺
の
考
察
と
展

示
作
品
余
話
」

日
時　
11
月
３
日
㈷

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　
石
正
美
術
館　
創
作
室

問
合
せ　
石
正
美
術
館

　
☎
�
４
３
８
８

事
務
ワ
ー
ク
科

入
校
検
定
日　
12
月
７
日
㈮

日
時　
11
月
14
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー　

２
階

会
議
室

内
容　
が
ん
治
療
体
験
者
に
よ
る
個

別
相
談
会

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
７
０
９
６

日
時　
12
月
末
～
平
成
31
年
１
月
初
旬

場
所　
各
家
庭
（
送
迎
含
む
）

申
込
み　
12
月
５
日
㈬
ま
で
に
浜
田

国
際
交
流
協
会
へ 

☎
�
１
２
４
１

売却物件
売却車両 日産シビリアン（29人乗）

初年度登録 　平成13年３月
燃料 　軽油

車検満了日 平成31年４月５日

走行距離 　261,312Km
（平成30年９月１日現在）

最低売却価格 200,000円（税抜き）

一
般
競
争
入
札

日
時　
12
月
18
日
㈫

午
後
２
時
30
分

場
所　
市
役
所
金
城
支
所　
３
０
４

会
議
室

※　
参
加
資
格
・
売
却
条
件
・
留
意

事
項
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　
11
月
１
日
㈭
か
ら
30
日
㈮

ま
で
（
必
着
）
に
入
札
参
加
申
込

書
を
契
約
管
理
課
入
札
管
理
係
へ

物
件
公
開
（
要
予
約
）

日
時　
11
月
16
日
㈮

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

公
募
期
間
を
設
け
受
付
す
る
住
宅

　
緑
ヶ
丘
住
宅
・
黒
川
住
宅
・
長
浜

西
住
宅

※　
空
室
が
出
た
場
合
の
み
公
募

日
時　
11
月
16
日
㈮
～
30
日
㈮

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

【
旭
】
ニ
ュ
ー
市
木
（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）・

あ
さ
ひ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
ツ
（
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
）

【
弥
栄
】
大
坪
住
宅
（
１
Ｋ
）・
塚

ノ
元
住
宅
２
号
棟
（
２
Ｄ
Ｋ
）

【
三
隅
】
若
者
住
宅
（
１
Ｄ
Ｋ
・
４

Ｄ
Ｋ
）

問
合
せ　
金
城
・
旭
・
弥
栄

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

三
隅　
㈱
コ
ム
サ　
☎
�
２
９
９
９

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

　
上
府
住
宅
・
湯
屋
団
地
・
旭
ヶ
丘

団
地
な
ど

問
合
せ　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社　

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

　
☎
�
０
５
３
５

募
集
住
宅
（
先
着
順
）

　
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅

（
小
福
井
・
内
田
・
国
府
・
金
城
）

問
合
せ　
浜
田
土
建
㈱

　
☎
�
１
４
１
７

検
定
会
場　
西
部
高
等
技
術
校
（
益

田
市
）

定
員　
10
人

受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

６
０
０
０
０
円
程
度
必
要
）

選
抜
方
法　
筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）
及
び
面
接

訓
練
期
間　
平
成
31
年
１
月
８
日
㈫

～
６
月
10
日
㈪

訓
練
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

申
込
み　
11
月
27
日
㈫
ま
で
に
入
校

願
を
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

問
合
せ　
西
部
高
等
技
術
校
指
導
課

☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０

場
所　
金
城
町
今
福　
バ
ス
車
庫

※　

現
車
の
確
認
を
希
望
す
る
人

は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

物
件
・
現
車
確
認
に
関
す
る
こ
と

・
金
城
支
所
防
災
自
治
課
地
域
振
興

係　
☎
�
１
２
３
４

入
札
に
関
す
る
こ
と

・
契
約
管
理
課
入
札
管
理
係

　
☎
�
９
１
４
１

人

権

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相
談

を
行
い
ま
す

　
松
江
地
方
法
務
局
及
び
島
根
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
11
月
12

日
㈪
か
ら
18
日
㈰
ま
で
の
７
日
間
を
、

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間
と
設
定
し
、
相
談

時
間
を
延
長
し
て
電
話
相
談
を
行
い

ま
す
。

　
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
行

為
や
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
、
ア
ダ

ル
ト
ビ
デ
オ
出
演
強
要
な
ど
の
性
的

被
害
に
遭
わ
れ
た
人
、
周
り
で
そ
う

い
っ
た
こ
と
を
見
聞
き
し
た
と
い
う

人
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

（
全
国
共
通
）

期
間　
11
月
12
日
㈪
～
18
日
㈰

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

～
午
後
５
時
）

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

　
市
で
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
感
覚
を
育
ん

で
い
く
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

や
グ
ル
ー
プ
、
職
場
な
ど
に
お
い
て

人
権
・
同
和
教
育
研
修
を
繰
り
返
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
主
催
さ
れ
る
人
権
・
同
和

教
育
研
修
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
内
在
住
・
在
勤
又
は

在
学
さ
れ
て
い
る
、
お
お
む
ね
10

人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
自
治
会
や

事
業
所
、
学
校
な
ど
の
各
種
団
体

開
催
会
場　
市
内
に
限
り
ま
す
。

※　
会
場
の
手
配
は
、
主
催
者
側
で

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日
時　
原
則
と
し
て
平
日

※　
土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
な
ど
に

開
催
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

研
修
時
間　
60
～
90
分
程
度

研
修
内
容　
研
修
を
開
催
さ
れ
る
皆

さ
ん
の
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。

人
権
一
般
を
は
じ
め
具
体
的
な
人

権
課
題
に
即
し
、
親
し
み
や
す
く

分
か
り
や
す
い
テ
ー
マ
や
方
法
で

行
い
ま
す
。

講
師　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
指
導
主
事

講
師
派
遣
経
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
日
程
・
内
容
な
ど
を
調
整

後
、
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー　

☎
�
９
１
６
０

人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

11
月
は
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
で
す

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）は
犯
罪
で
す

　
子
ど
も
・
若
者
は
、
大
き
な
可
能

性
を
秘
め
た
か
け
が
え
の
な
い
存
在

で
、
全
て
の
子
ど
も
・
若
者
が
、
自

立
し
た
個
人
と
し
て
健
や
か
に
成
長

す
る
と
と
も
に
、
明
る
い
未
来
を
切

り
拓
い
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ニ
ー
ト
、
ひ
き
こ
も
り
、

不
登
校
な
ど
社
会
生
活
を
円
滑
に
営

む
上
で
困
難
を
有
す
る
子
ど
も
・
若

者
に
対
す
る
支
援
や
、
少
年
非
行
、

い
じ
め
、
児
童
虐
待
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
で
子
ど
も
・
若
者
が
被
害
者
と

な
る
事
件
な
ど
社
会
全
体
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
で
は
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

た
め
、
11
月
を
「
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
強
調
月
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
家
庭
や
学
校
、
地

域
社
会
の
連
携
・
協
力
に
よ
る
支
援

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

青
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　
☎
�
０
９
８
５

料
金　
無
料

問
合
せ　
松
江
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課　
☎
０
８
５
２
�
４
２
６
０

11
月
12
日
㈪
か
ら
25
日
㈰
ま
で
の

２
週
間
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど

親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴

力
の
こ
と
で
す
。
身
体
的
暴
力
に
限

ら
ず
、精
神
的
暴
力・経
済
的
暴
力・

性
的
暴
力
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
が

含
ま
れ
ま
す
。
ど
ん
な
形
で
も
、
暴

力
は
相
手
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
重
大

な
人
権
侵
害
で
あ
る
と
と
も
に
子
ど

も
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
学
生
な
ど
若
い
カ
ッ
プ
ル

間
で
起
き
る
Ｄ
Ｖ
を
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と

い
い
、
若
年
層
へ
の
啓
発
活
動
も
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被

害
者
を
な
く
し
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
Ｄ
Ｖ
の
被
害

者
に
も
加
害
者
に
も
し
な
い
た
め

に
、
一
人
ひ
と
り
が
Ｄ
Ｖ
を
正
し
く

理
解
し
、
Ｄ
Ｖ
の
な
い
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｄ
Ｖ
の
相
談
を
受
け
た
ら

　
話
を
聞
き
、
相
談
窓
口
で
相
談
す

る
事
を
助
言
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

Ｄ
Ｖ
か
な
と
思
っ
た
ら

　
相
談
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

相
談　
浜
田
児
童
相
談
所
女
性
相
談

お
出
か
け

長
浜
人
形
永
見
巌
そ
の
系
譜

と
石
見
の
作
家
書
画
展

教
室・講
座

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

事
務
ワ
ー
ク
科

相
　
　
談

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
相
談
会

募
　
　
集

県
立
大
学
留
学
生
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
・
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

受
入
れ
先
家
庭
の
募
集

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

窓
口　
☎
�
３
４
３
４

　
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
相
談

係　
☎
�
９
３
３
１
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日
時　
11
月
22
日
㈭　

午
後
７
時
～
９
時

日
時　
11
月
18
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
35
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料
金　
前
売
り
一
般　
１
５
０
０
円

　
　
　
小
・
中
学
生　
　
５
０
０
円

　
　
　
当
日
一
般　
　
１
８
０
０
円

　
　
　
小
・
中
学
生　
　
８
０
０
円

問
合
せ　
日
本
石
見
神
楽
大
会
実
行

委
員
会
（
観
光
交
流
課
内
）

　
☎
�
９
５
３
１

日
時　
11
月
17
日
㈯　
午
後
２
時
～

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

　
・
虹　
事
務
局

　
☎
０
９
０-
４
６
９
２-

５
９
６
０

対
象　
県
内
在
住
者
（
小
学
生
は
高

学
年
以
上
で
保
護
者
同
伴
）

日
時　
11
月
18
日
㈰　
①
午
前
９
時

　
②
10
時　
③
11
時　
④
正
午

場
所　
西
部
高
等
技
術
校（
益
田
市
）

内
容　
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
鉄
製
イ

ス
製
作
体
験
（
１
世
帯
１
個
）

日
時　
11
月
17
日
㈯

　
午
前
９
時
５
分
～
午
後
２
時

内
容　

ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展

示
・
作
業
学
習
な
ど
の
製
品
販
売

場
所　
石
見
養
護
学
校
（
邑
南
町
）

日
時　
11
月
18
日
㈰

　
午
前
９
時
10
分
～
午
後
２
時
30
分

（
創
立
40
周
年
記
念
式
典
は
午
前
９

時
10
分
～
９
時
50
分
）

場
所　
浜
田
養
護
学
校

内
容　
学
習
発
表
会
、
作
業
学
習
製

品
の
販
売
、Ｐ
Ｔ
Ａ
の
出
し
物
な
ど

問
合
せ　
浜
田
養
護
学
校

　
☎
�
２
２
０
０

対
象　
18
歳
以
上

日
時　
11
月
18
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

料
金　
５
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

申
込
み　
事
務
局　
芝
田
さ
ん
へ

　
☎
０
８
０-

６
３
１
７-

７
７
９
２

日
時　
11
月
25
日
㈰

　
午
後
１
時
～
１
時
30
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル 

小
ホ
ー
ル

※　

引
き
続
き
、「
し
ま
ね
映
画
塾

２
０
１
８
in
浜
田
」
完
成
作
品
発

表
上
映
会
へ
参
加
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域

づ
く
り
推
進
係　
☎
�
９
２
０
１

日
時　
11
月
25
日
㈰　
午
後
１
時
45

分
～
５
時
30
分
（
予
定
）

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル

内
容　
浜
田
市
を
舞
台
に
撮
影
さ
れ

た
短
編
映
画
上
映
・
錦
織
良
成
さ

ん
（
映
画
監
督
）
た
ち
の
講
評

料
金　
無
料

問
合
せ　
し
ま
ね
映
画
祭
実
行
委
員

会
事
務
局
（
島
根
県
民
会
館
内
）

☎
０
８
５
２
�
５
５
０
２

対
象　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
身

体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・

精
神
障
が
い
者
（
学
生
は
除
く
）

日
時　
11
月
24
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
ボ
ウ
ル
Ｊ
Ａ
Ｃ

申
込
み　

11
月
14
日
㈬
ま
で
に
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
浜
田
市
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
会
へ　

☎
�
０
０
９
４
・
ＦＡＸ
�
６
９
３
０

日
時　
11
月
24
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
市
民
合
唱
団
事
務
局

　
堤
ま
き
さ
ん　
☎
�
２
０
７
３

日
時　
11
月
23
日
㈷
～
25
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
23
日
は

午
後
１
時
か
ら　
25
日
は
午
後
３

時
ま
で
）

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

料
金　
無
料

申
込
み　
金
本
裕
行
さ
ん
へ

　
☎
０
８
５
６
�
６
４
４
６

日
時　
11
月
23
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

　
午
後
６
時
～
７
時

場
所　
万
灯
山
公
園

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
期
間

日
時　
平
成
31
年
１
月
14
日
㈷
ま
で

　
午
後
５
時
～
10
時

問
合
せ　
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

☎
�
９
６
０
１

対
象　
島
根
県
内
の
企
業
に
勤
め
て

い
る
若
手
・
中
堅
社
員

日
時　
11
月
22
日
㈭

　
午
後
２
時
～
４
時
（
予
定
）

場
所　
市
役
所
本
庁
舎
４
階　
講
堂

定
員　
50
人
程
度

講
師

　
羽
林
由
鶴
さ
ん

（
１
０
３
ｋｇ
の

恋
愛
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

料
金　
無
料

申
込
み　
11
月
19
日
㈪
ま
で
に
申
込

書
を
政
策
企
画
課
定
住
婚
活
推
進

係
へ　
☎
�
９
２
０
０

日
時　
11
月
21
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館　
和
室

料
金　
無
料

問
合
せ　
桑
田
さ
ん

☎
�
７
７
７
６

日
時　
11
月
21
日
㈬

　
午
後
６
時
～
７
時

テ
ー
マ
・
講
師　
　
「
血
糖
値
が
気
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
」
石
原
慎

一
郎
さ
ん
（
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

総
合
診
療
科
医
師
）・
酒
永
智
子

さ
ん
（
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
栄
養

管
理
室
長
）

場
所　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

　
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理

課　
☎
�
０
５
０
５

日
時　
11
月
25
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
50
分
～
正
午

場
所　
市
役
所
旭
支
所
前
に
集
合

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時　
11
月
18
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
浜
田
商
業
高
等
学
校

問
合
せ　
浜
田
商
業
高
等
学
校

☎
�
０
０
６
４

日
時　
11
月
18
日
㈰
・
12
月
16
日
㈰

　
午
前
10
時
～
正
午
頃

場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定
員　
30
人
程
度

料
金　
無
料

（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
代
５
０
０
円
）

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

定
員　
各
回
先
着
５
人

申
込
み　
11
月
14
日
㈬
ま
で
に
西
部

高
等
技
術
校
へ

　
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０

問
合
せ　
石
見
養
護
学
校

　
☎
０
８
５
５
�
２
１
４
１

日
時　
11
月
11
日
㈰

　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
波
佐
公
民
館　
大
集
会
室

講
師　
佐
野
賢
治
さ
ん
（
神
奈
川
大

学
教
授
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

☎
０
９
０-

４
６
９
７-

２
８
１
８

日
時　
11
月
10
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル 
小
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
子
ど
も
達
の
未
来
を

考
え
る
会　
坂
本
文
江
さ
ん

☎
�
６
４
２
４

日
時　
11
月
10
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分　
　

内
容　
石
州
和
紙
久
保
田
・
西
田
和

紙
工
房
・
西
田
製
紙
所
・
か
わ
ひ

ら
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

※　
無
料
シ
ャ
ト
ル
便
あ
り

料
金　
参
加
料
無
料
（
各
工
房
で
の

体
験
や
物
販
は
有
料)

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

　
☎
�
４
１
７
０

対
象　
が
ん
患
者
・
が
ん
経
験
者
や

そ
の
家
族

日
時　
11
月
９
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
ホ
テ
ル
白
鳥
（
松
江
市
）

内
容　
講
演
会
・
相
談
・
展
示
な
ど

（
無
料
の
託
児
あ
り
）

問
合
せ　
島
根
県
健
康
推
進
課
が
ん

対
策
推
進
室

　
☎
０
８
５
２
�
６
７
０
１

日
時　
11
月
５
日
㈪

　
午
後
０
時
30
分
～
４
時

場
所　
浜
田
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ

ラ
ザ

内
容　
若
手
美
容
師
と
学
生
が
美
容

の
技
術
力
や
独
創
性
を
競
う
大
会

料
金　
無
料

問
合
せ　

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ

レ
ッ
ジ　
☎
�
７
１
３
０

日
時　
11
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
月
曜
日

休
館・祝
日
の
場
合
翌
平
日
休
館
）

日
時　
11
月
30
日
㈮
ま
で

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
入
館
は

午
後
３
時
ま
で
・
火
曜
日
休
館
）

場
所　
石
見
安
達
美
術
館

問
合
せ　
石
見
安
達
美
術
館

　
☎
�
１
９
２
０

場
所　
中
央
図
書
館 

多
目
的
ホ
ー
ル

料
金　
無
料

問
合
せ　
は
ま
だ
図
書
館
友
の
会

　
栗
栖
さ
ん

☎
０
９
０-

８
０
６
４-

７
９
４
０

場
所　
石
州
和

紙
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

　
☎
�
４
１
７
０

は
ま
だ
図
書
館
友
の
会

一
夜
一
冊
は
ま
だ
読
書
夜
会

な
つ
か
し
の
国
石
見

２
０
１
８
日
本
石
見
神
楽
大
会

西
部
高
等
技
術
校

溶
接
無
料
体
験
セ
ミ
ナ
ー

石
見
養
護
学
校　
文
化
祭

石
見
も
り
も
り
祭

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
講
習
会

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

浜
田
養
護
学
校

創
立
40
周
年
記
念

は
ま
よ
う
ま
つ
り

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

「
し
ま
ね
映
画
塾
２
０
１
８

in
浜
田
」
作
品
発
表
上
映
会

市
民
憲
章
推
進
大
会

浜
田
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

～
人
を
む
す
ぶ　
音
を
つ
む
ぐ
～

浜
田
市
民
合
唱
団

秋
ミ
ニ
演
奏
会　
　

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
描
い
た
絵
画
を
展
示

山
光
会（
石
見
地
区
）展
覧
会

万
灯
山
公
園

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

企
業
向
け
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

ク
ワ
タ
ヨ
ー
コ
・
ス
タ
ン
ダ
ッ
プ

コ
メ
デ
ィ
ー
シ
ョ
ー

浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

市
民
公
開
講
座

第
１
９
２
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

邑
南
町
日
貫
で
歴
史
再
発
見
旅

と
っ
て
お
き
の
笑
顔
で
開
催
し
ま
す

浜
商
デ
パ
ー
ト

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

西
中
国
山
地
民
具
を
守
る
会

50
周
年
記
念
講
演
会

「
宝
は
田
か
ら
～
こ
れ
か
ら

の
民
俗
学
・
民
具
学
」

日
本
海
の
音
風
景
の
お
話
と
ピ
ア
ノ
演
奏

「
表
現
す
る
よ
ろ
こ
び
」

石
州
和
紙
会
館

開
館
10
周
年
記
念
事
業「
石
州

和
紙
工
房
巡
り
と
町
内
散
策
」

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス（
外
見
）ケ
ア

講
演
会

浜
田
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ

グ
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト

石
州
和
紙
会
館

田
中
康
太
郎「
切
り
絵
博 

’18
展
」

石
見
安
達
美
術
館

特
別
企
画
展

石
見
焼
「
嘉
久
栄
窯
の
世
界
」
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島
根
県
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

益
田
糸
操
り
人
形
グ
ラ
ン
ト
ワ
定
期

公
演

日
時　
11
月
３
日
㈷ 

午
後
１
時
30
分

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

内
容　
益
田
糸
操
り
人
形
の
定
期
公

演（
終
演
後
、体
験
コ
ー
ナ
ー
あ
り
）

料
金　
一
般　
５
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
・
会
員
料
金
あ
り
）

特
別
展

「
Ｐｅｎｇ
ｕ
ｉｎ　
Ⅹテ

ン

～
あ
り
が
と

う
、
ペ
ン
ギ
ン
館
10
周
年
～
」

日
時　
11
月
３
日
㈷
～
平
成
31
年
１

月
14
日
㈷

場
所　
３
階
特
別
展
示
室

出
雲
科
学
館
が
ア
ク
ア
ス
に
や
っ
て

く
る
！

日
時　
11
月
３
日
㈷
・
４
日
㈰

「
Mr
．ま
っ
つ
ん
の
サ
イ
エ
ン
ス
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

時
間　
①
午
前
10
時
15
分　
②
午
後

１
時
45
分
（
各
回
30
分
）

場
所　
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

講
師　
松
永
一
馬
さ
ん
（
出
雲
科
学

館
）

「
南
極
＆
ペ
ン
ギ
ン
サ
イ
エ
ン
ス

ト
ー
ク
」

時
間　
①
午
前
11
時
15
分　
②
午
後

２
時
45
分
（
各
回
30
分
）

場
所　
３
階
図
書
コ
ー
ナ
ー
横

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

講
師　
早
川
由
紀
子
さ
ん
（
出
雲
科

学
館
）

協
力　
国
立
極
地
研
究
所

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
シ
ロ
イ
ル
カ
プ
ヨ
体
験
」

対
象　
未
就
学
児
と
保
護
者

日
時　
11
月
12
日
㈪
・
26
日
㈪

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
ス
館
内

定
員　
30
人
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
当
日
１
階
総
合
案
内
所
へ

ア
ク
ア
ス
体
験
ス
ク
ー
ル

「
ア
ク
ア
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
押
し
寿

司
を
作
ろ
う
！
」

日
時　
11
月
18
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

講
師　
ア
ク
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

定
員　
30
人

料
金　
小
学
生
以
上
は
５
０
０
円

※　
牛
乳
パ
ッ
ク
１
人
１
個
持
参

申
込
み　
電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

学
習
交
流
係
へ　
☎
�
３
６
１
４

11
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

３
日
㈷　
有
福
神
楽
保
持
者
会

４
日
㈰　
細
谷
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

　
☎
�
３
３
８
８

藤
木
大
地
・
福
田
進
一

　
デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル

日
時　
11
月
21
日
㈬　
午
後
３
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

内
容　
藤
木
大
地
さ
ん
（
カ
ウ
ン
タ

　
ー
テ
ナ
ー
）と
福
田
進
一
さ
ん（
ギ

タ
ー
）
の
デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル

料
金　
全
席
指
定（
会
員
料
金
あ
り
）

　
一
般
前
売　
　
３
５
０
０
円

　
大
学
生
以
下　
１
５
０
０
円

（
当
日
各
５
０
０
円
増
）

※　
未
就
学
児
入
場
不
可
（
無
料
託

児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
11
月
16
日
㈮

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

※　
車
い
す
観
劇
エ
リ
ア
、
赤
外
線

補
聴
装
置
あ
り
（
チ
ケ
ッ
ト
購
入

時
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

島
根
邦
楽
集
団　
定
期
演
奏
会

日
時　
11
月
24
日
㈯　
午
後
２
時

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

内
容　
島
根
邦
楽
集
団
と
ゲ
ス
ト
に

よ
る
邦
楽
の
定
期
演
奏
会

出
演　
島
根
邦
楽
集
団
、
田
村
拓
男

さ
ん
（
指
揮
）

ゲ
ス
ト　
川
村
泰
山
さ
ん
、
川
村
葵

山
さ
ん
、
鈴
木
福
さ
ん

料
金　
全
席
自
由（
会
員
料
金
あ
り
）

　
一
般
前
売　
　
１
０
０
０
円

　
一
般
当
日　
　
１
３
０
０
円

　
高
校
生
以
下

　
　
前
売
・
当
日　
５
０
０
円

※　
未
就
学
児
入
場
不
可
（
無
料
託

児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
11
月
17
日
㈯

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

日
時　
平
成
31
年
１
月
13
日
㈰

午
前
11
時
30
分
出
発

場
所　
第
四
中
学
校
校
庭
（
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
）
美
川
地
区

参
加
区
分

男
子　
１
部
＝
中
学
生
・
２
部
＝
高

校
生
・
３
部
＝
職
域
（
同
一
職
場

で
構
成
）・
４
部
＝
同
好
会

女
子　
１
部
＝
中
学
生
・
２
部
＝
高

校
生
・
３
部
＝
一
般

編
成　
監
督
１
人
・
選
手
５
人
・
補

員
２
人
（
小
学
生
の
参
加
不
可
）

料
金　
１
チ
ー
ム　
７
０
０
０
円

（
中
学
生
・
高
校
生
チ
ー
ム
は

３
０
０
０
円
）

申
込
み　
12
月
14
日
㈮
ま
で
に
申
込

書
を
浜
田
市
陸
上
競
技
協
会
へ

（
事
務
局　
斎
藤
博
之
さ
ん
）

☎
０
９
０-

７
８
９
２-

４
２
０
８

日
時　
12
月
９
日
㈰　
①
午
前
９
時

②
午
後
１
時
（
各
２
時
間
程
度
）

場
所　
ア
ク
ア
ス
入
口
手
前
観
光
情

報
コ
ー
ナ
ー

定
員　
各
８
人
（
先
着
）

料
金　
１
５
０
０
円

申
込
み　
11
月
25
日
㈰
ま
で
に
石
見

海
浜
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

　
☎
�
３
６
０
０

日
時　
12
月
８
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
20
分

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
１
０
０
人
程
度
（
先
着
）

申
込
み　
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
島
根

県
西
部
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
ウ
ィ
ン
ド
へ 

☎
�
０
２
０
８

日
時　
12
月
６
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね　
い
わ
み
中
央

地
区
本
部　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

定
員　
20
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
11
月
９
日
㈮
～
28
日
㈬
ま

で
に
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中
央
地

区
本
部
営
農
経
済
部
営
農
企
画
課

へ　
☎
�
８
８
１
２

日
時　
12
月
２
日
㈰

　
午
後
２
時
～
３
時

場
所　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料
金　
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
３
歳
以
下
無
料・会
員
料
金
あ
り
）

申
込
み　
浜
田
お
や
こ
劇
場
へ

　
☎
�
６
３
９
６

日
時　
12
月
２
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所　
石
見
武
道
館

料
金　
１
人
１
０
０
円

申
込
み　
11
月
20
日
㈫
ま
で
に
ふ
れ

ん
ず　
岡
田
さ
ん
へ

☎
０
９
０-

１
６
８
７-

６
３
９
３

対
象　
乳
幼
児
期
の
保
護
者

日
時　
①
12
月
１
日
㈯　
②
12
月
18

日
㈫　
③
平
成
31
年
２
月
23
日
㈯

　
各
午
前
10
時
～
11
時
10
分

日
時　
12
月
１
日
㈯　
①
午
前
10
時

②
午
後
１
時
（
各
２
時
間
）

場
所　
中
国
労
働
金
庫
浜
田
支
店

定
員　
各
50
人
程
度

料
金　
５
０
０
円

（
障
害
者
手
帳
所
持
者
１
０
０
円
）

問
合
せ　
西
川
病
院
労
働
組
合

　
☎
�
５
８
３
６
（
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
）

対
象　
小
学
生
と
保
護
者
（
小
学
生

の
み
、保
護
者
の
み
の
参
加
不
可
）

日
時　
12
月
１
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
調
理
室

講
師　
長
野
操
子
さ
ん

定
員　
小
学
生
・
保
護
者
合
わ
せ
て

25
人
程
度
（
抽
選
と
し
、
結
果
を

申
込
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
）

料
金　
１
人
５
０
０
円

申
込
み　
11
月
15
日
㈭
ま
で
に
申
込

書
を
水
産
振
興
課
内　
浜
田
市
水

産
業
振
興
協
会
へ　
☎
�
９
５
２
０

対
象　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民

日
時
・
場
所

①
11
月
28
日
㈬　
午
前
９
時
30
分
～

正
午　
長
浜
公
民
館

②
11
月
29
日
㈭　
午
前
９
時
30
分
～

正
午　
石
見
公
民
館

日
時　
11
月
27
日
㈫

　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
い
わ
み
ぷ
ら
っ
と　
会
議
室

演
題　
　
「
知
る
人
だ
け
が
知
っ
て
い

る
事
業
承
継
成
功
の
鉄
則
」

講
師　
大
島
康
義
さ
ん
（
㈱
後
継
者

Ｂ
Ｃ
研
究
所　
代
表
取
締
役
）

定
員　
30
人
（
先
着
）

料
金　
無
料

申
込
み　
浜
田
商
工
会
議
所
商
工
振

興
課　
☎
�
３
０
２
５

内
容　
体
力
測
定
、
い
き
い
き
百
歳

体
操
の
体
験

（
①
・
②
同
じ
内
容
）

定
員　
各
会
場
20
人
程
度

料
金　
無
料

申
込
み　
11
月
26
日
㈪
ま
で
に
健
康

長
寿
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係
へ

☎
�
９
３
２
１

日
時　
11
月
24
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
畳
ヶ
浦
入
口
付
近

清
掃
場
所　
畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ　

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民

１
０
０
０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

場
所

　
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

定
員　
各
30
人

料
金　
無
料

申
込
み　
①
・
②
は
11
月
20
日
㈫
ま

で
、
③
は
平
成
31
年
２
月
12
日
㈫

ま
で
に
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
へ　
☎
�
９
７
２
０

又
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

☎
�
１
２
５
３

有

料

広

告

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

浜
田
市
駅
伝
競
走
大
会

ク
ラ
フ
ト
教
室

手
紡
糸
や
裂
き
布
で
機
織
り
体
験
と

裂
き
織
り
布
ポ
ー
チ
作
り

発
達
障
が
い地域

啓
発
セ
ミ
ナ
ー

い
わ
み
中
央
産
直
き
ん
さ
い
市
場

手
作
り
味
噌
と
冬
野
菜
で

美お

い味
し
い
味
噌
漬
け
を
作
ろ
う

浜
田
お
や
こ
劇
場　
鑑
賞
例
会

人
形
劇
団
コ
コ
ン

「
チ
ャ
ハ
ハ
丸
と
へ
へ
へ
丸

　
～
忍
法
ツ
ヨ
ク
ナ
ル
の
巻
」

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

「
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
体
験
会
」

は
ま
だ
親
子
共
育
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
！
」

「
夜
明
け
前
」
～
呉
秀
三
と
無
名

の
精
神
障
害
者
の
１
０
０
年
～

映
画
上
映
会

山
陰
浜
田
港
お
魚
料
理
教
室

（
親
子
料
理
教
室
）

い
き
い
き
百
歳
体
操
体
験
教
室

島
根
県
事
業
承
継
・

後
継
者
育
成
セ
ミ
ナ
ー

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

����������������������������������������������

28広報はまだ：平成30年11月号29 広報はまだ：平成30年11月号

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

動物が出てくる７つの短編集です。
表題作の「クマのあたりまえ」は、死を目の当たりにした

コグマが、死なないものになりたくて、石になろうとします
が…。生きることとはどういうことかを気付かせてくれるお
話です。

ほかにも、いろいろな出会いや関わりあいの中で、自分と
いう存在や生きることに真剣に向き合う動物たちが登場しま
す。かわいらしいイラストとやさしい文章で、ほんわかとし
た雰囲気の本ですが、１つ１つのお話は深く、心に残ります。
児童書ですが、大人にも読んでもらいたい１冊です。

魚住直子：著　植田真：絵
ポプラ社　（分類　913　ｳｵ）

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

２
０
１
８
年
度
・
石
本
正
作
品
選
３

【
企
画
展
示
室
】

石
本
正
素
描
展
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
を
求
め
て
」

期
間　
12
月
23
日
㈷
ま
で

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第
３
日
曜

日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た
入
場
者
の
う
ち
、

高
校
生
以
下
は
無
料
で
す
。

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

●
講
演
会
「
置
物
師
・
永
見
巌
周
辺
の
考
察
と

展
示
作
品
余
話
」

日
時　
11
月
３
日
㈷　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

講
師　
三
浦
博
文
さ
ん
（
三
隅
町
在
住
）

参
加
料　
無
料

●
石
正
美
術
館
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

日
時　
11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

観
覧
料　
無
料

●
第
56
回
石
本
正
絵
画
教
室

日
時　
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰　
終
日

受
講
料　
７
５
０
０
円

定
員　
30
人
（
要
予
約
）　　

●
ハ
ー
ブ
フ
レ
ー
ム
講
座

日
時   
11
月
23
日
㈷　
午
後
１
時
～
３
時

講
師　
小
松
原
奈
穂
子
さ
ん
（
Ａ
Ｅ
Ａ
Ｊ
設
定

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・

ハ
ー
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

材
料
費　
１
０
０
０
円

定
員　
10
人  (

要
予
約)

●
古
布
で
干
支
を
つ
く
ろ
う
～
亥
～

日
時　
11
月
24
日
㈯
・
12
月
１
日
㈯　

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

※　
全
２
回　
（
要
予
約
）

講
師　
木
村
喜
代
子
さ
ん
（
古
布
人
形
作
家
）

受
講
料　
２
５
０
０
円

定
員　
10
人

海の家Re:rieにて編集作業

中
央
図
書
館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
期
間
中
に
本
の
貸
出
な
ど
中
央
図
書
館
に

来
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
お
う
。

　
詳
し
く
は
、
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

図
書
館
だ
よ
り
、
館
内
で
お
配
り
す
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　
11
月
１
日
㈭
～
12
月
28
日
㈮
ま
で

（
台
紙
配
布
も
11
月
１
日
か
ら
）

※　
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
な
く
な
り
次
第
、
終
了

　
し
ま
す
。

弥
栄
産
業
ま
つ
り
に
ラ
ブ
ッ
ク
号
が
お
じ
ゃ

ま
し
ま
す

　
弥
栄
で
開
催
さ
れ
る
弥
栄
産
業
ま
つ
り
の

会
場
に
移
動
図
書
館
ラ
ブ
ッ
ク
号
が
参
加
し

ま
す
。

　
定
期
の
移
動
図
書
館
運
行
コ
ー
ス
以
外
で

皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
お
邪
魔
す
る
の
は
今
回

が
初
め
て
で
す
。
会
場
に
お
越
し
の
際
に
は
、

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
３
日
㈷　
正
午
ま
で（
雨
天
中
止
）

会
場　
弥
栄
産
業
ま
つ
り

大
学
院
社
会
人
入
試
募
集

　
大
学
院
北
東
ア
ジ
ア
開
発
研
究
科

（
北
東
ア
ジ
ア
専
攻
・
地
域
開
発
政

策
専
攻
）
の
社
会
人
特
別
選
抜
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

　
出
願
手
続
や
試
験
科
目
は
、
募
集

要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

　
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮
～
11
日
㈮

選
抜
期
日

　
平
成
31
年
２
月
２
日
㈯

問
合
せ　
教
務
学
生
課

　
☎
�
２
２
１
３

県
大
広
報
誌「O

オ

ロ

リ

ン

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」

学
生
中
心
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
島
根
県
立
大
学
の
広
報
誌
「O

Ｒ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」
が
「
地
域
と
学
生
を
つ

な
ぐ
交
流
誌
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
浜
田
市
を
は
じ
め
、
島

根
県
全
域
で
活
躍
す
る
県
大
生
と
地

域
の
人
た
ち
の
思
い
や
活
動
を
、
私

た
ち
学
生
編
集
部
の
視
点
で
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
内
各
所
で
頒
布
を
開
始
し
た
第

９
号
で
は
、
成
蹊
大
学
と
島
根
県

立
大
学
の
学
生
た
ち
が
津
和
野
町

と
吉
賀
町
で
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
を
調
査
し
た
合
同
合
宿
の
様
子

や
、
益
田
市
津
田
海
岸
で
地
域
の

人
と
県
大
生
が
運
営
す
る
海
の
家

「
Ｒレ

リ

エ

ｅ
：
ｒ
ｉ
ｅ
」
の
活
動
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。
広
報
誌
作
成
に
あ

た
っ
て
、
み
ん
な
で
学
生
や
地
域
の

人
た
ち
に
取
材
を
し
た
り
、
原
稿
執

筆
・
イ
ラ
ス
ト
作
成
を
し
た
り
し
ま

し
た
。

　
取
材
を
と
お
し
て
、
地
域
で
活
動

す
る
県
大
生
を
目
の
当
た
り
に
し
、

普
段
の
学
生
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い

た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
ま
し
た
。
取

材
で
出
会
っ
た
学
生
と
比
べ
て
、
自

分
は
将
来
の
夢
や
、
や
り
た
い
こ
と

が
曖
昧
だ
な
と
ヘ
コ
む
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
広
報
誌
制
作

を
通
じ
て
、
地
域
の
人
た
ち
に
話
を

聞
い
た
り
、
そ
の
情
報
を
発
信
し
た

り
す
る
活
動
に
も
っ
と
取
り
組
み
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「O

Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」
は
、
取
材
か
ら

編
集
ま
で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て

作
っ
た
こ
だ
わ
り
の
一
冊
で
す
。
こ

の
広
報
誌
が
、
地
域
と
県
大
の
架
け

橋
に
な
れ
ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
読
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
総
合
政
策
学
部
二
年　
福
間
桃
華

　
島
根
県
立
大
学
総
合
政
策
学
会
で

は
、
各
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
人
を
講
師
に
迎
え
、
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
30
日
㈮

　
午
後
２
時
50
分
～
４
時
20
分

会
場　
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス　
講
堂　

入
場
料　
無
料

演
題　
「
ト
ラ
ン
プ
外
交
」
と
は
何

　
か　

—
—

歴
史
か
ら
の
問
い

講
師　
西
崎
文
子
さ
ん
（
東
京
大
学

　
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科 

教
授
）

問
合
せ

　
企
画
調
整
室　
☎
�
２
２
０
１

公
開
講
座
の
ご
案
内

①
浜
田
市
に
お
け
る
身
の
回
り
の
有     

害
植
物
に
つ
い
て

日
時   

11
月
21
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師   

陳　
幼
竹（
島
根
県
立
大
学
北

東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー　

非
常
勤
研
究
員
）

②
「
親
子
」
の
法
的
意
味
に
つ
い
て 

考
え
て
み
よ
う

日
時　
11
月
28
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師   

李　
憲（
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
准

教
授
）

③
地
域
遊
び
イ
ベ
ン
ト「
い
わ
み
ん
」

に
よ
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
と
効
果

日
時　
12
月
５
日
㈬

　
午
後
６
時
15
分
～
７
時
45
分

講
師   

伊
藤
康
丈
さ
ん
（
イ
ワ
ミ
ノ

チ
カ
ラ
代
表
）

会
場   

講
義
・
研
究
棟 

中
講
義
室
３

問
合
せ

　
地
域
連
携
課　
☎
�
２
３
９
６

総
合
政
策
学
会

特
別
講
演
会
の
ご
案
内

（
市
役
所
弥
栄
支
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
）

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市　

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
本
で
図
書
館
の
所
蔵
と
し

な
か
っ
た
も
の
を
自
由
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

く
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
を
今
年
も
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
４
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分　
　

会
場　
２
階　
多
目
的
ホ
ー
ル

※　
お
持
ち
帰
り
用
の
袋
は
各
自
ご
準
備
く
だ

　
さ
い
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

長
浜
人
形　
永
見
巌
焼
―
そ
の
系
譜
と
石
見

の
作
家
・
書
画
展
―

日
時　
11
月
３
日
㈷
～
18
日
㈰

観
覧
料　
無
料

ゑ
連
・
一
年
遅
れ
の
十
年
記
念
展
「
人
物
を

描
く
・
モ
デ
ル
に
学
ぶ
」　　
　
　
　
　

日
時　
11
月
23
日
㈷
～
12
月
５
日
㈬

観
覧
料　
無
料

10
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
前
売
券
販
売
先
の
表

記
で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

「
第
４
回
石
本
正
日
本
画
大
賞
展
」
前
売
券

販
売
先
＝
ロ
ー
ソ
ン
各
店
（
Ｌ
コ
ー
ド
６
３

１
９
３
）、
中
国
新
聞
社
読
者
広
報
部
ほ
か

vol.181
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

図書館情報
開館時間 11月の休館日

中央 ☎�0480 　9:00～19:00 12日㈪・26日㈪
金城 ☎�1823

　9:00～17:00 ５日㈪・12日㈪
19日㈪・26日㈪

30日㈮

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

司書がすすめるこの一冊

「クマのあたりまえ」
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廃
材
ア
ー
ト
展

昨年の活動の様子

牛乳パック使用作品

世 帯 男 女 総 数
浜 田
金 城

旭
弥 栄
三 隅
合 計

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,673 19,080 21,103 40,183
金 城 1,892 2,062 2,177 4,239

旭 1,338 1,365 1,383 2,748
弥 栄 675 617 678 1,295
三 隅 2,870 2,892 3,148 6,040
合 計 26,448 26,016 28,489 54,505

（単位：人）
人　口（９月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行便
入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・公民館などに備付け）などをご利用ください。

　
現
在
開
催
中
の
「
廃
材
ア
ー
ト
」

展
は
、
普
通
は
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う

廃
材
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
美
術
作
品

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
金
属
廃
品
、
古
着

の
３
つ
の
素
材
に
着
想
し
た
３
人
の

作
家
に
よ
る
「
ワ
ク
ワ
ク
が
つ
ま
っ

た
創
造
の
世
界
」
へ
と
皆
さ
ん
を
い

ざ
な
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
作
品
と
向

き
合
う
と
身
近
な
素
材
で
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
驚
く
こ
と
で

し
ょ
う
。 

　
廃
材
で
作
ら
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作

品
を
見
て
、
触
っ
て
、
存
分
に
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

会
期　
平
成
31
年
１
月
14
日
㈷
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　
４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　
３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

11
月
の
休
館
日

月
曜
日　
５
日
・
12
日
・
19
日
・

　
　
　
　
26
日

■
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

　
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
11
月

11
日
㈰
ま
で
国
際
交
流
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
フ
ラ
ン

ス
・
メ
キ
シ
コ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

チ
ェ
コ
の
４
か
国
か
ら
先
生
を
お
迎

え
し
創
作
活
動
を
行
い
ま
す
。
海
外

の
ア
ー
ト
に
触
れ
る
絶
好
の
機
会
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
》

◎
11
月
３
日
㈷
・
４
日
㈰

４
か
国
の
活
動
を
体
験
し
ま
す
。

参
加
費　
３
０
０
円

◎
11
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

メ
キ
シ
コ
の
活
動
を
体
験
し
ま
す
。

参
加
費　
２
０
０
円

※　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◀
金
属
廃
材
で
作
ら
れ
た
作
品

　
富
田
菜
摘
さ
ん

　
《
ド
ド
》

◀
古
着
で
作
ら
れ
た
作
品

　
武
藤
亜
希
子
さ
ん

　
《
海
の
庭
Ｈ+

Ａ+

Ｍ+

Ａ+

Ｄ+

Ａ
》

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
す
す
め
！
水
玉
く
ん
》

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て

道
を
作
る
よ
。
完
成
し
た
ら
水
滴
を

垂
ら
し
て
遊
ぼ
う
。

◎
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

材
料
費　
１
０
０
円

《
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
ブ
ロ
ー
チ
》

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
色
を
つ
け
て
ブ

ロ
ー
チ
を
作
ろ
う
。

◎
11
月
23
日
㈷
・
24
日
㈯

材
料
費　
１
０
０
円

《
牛
乳
パ
ッ
ク
で
つ
く
る
玉
転
が
し

ゲ
ー
ム
》

　
牛
乳
パ
ッ
ク
や
紙
筒
な
ど
を
使
っ

て
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
に
挑
戦
し
よ

う
！

◎
11
月
25
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

定
員　
60
人
（
先
着
）

※　
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

　
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動
の
時
間
は
、

　
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後
１
時
か
ら

　

４
時
ま
で
。（
参
加
受
付
は
当
日

　
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で
に

　
１
階
創
作
室
に
て
）

助
成　
一
般
財
団
法
人
地
域
創
造

◀
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
ら
れ
た
作
品

　
玉
田
多
紀
さ
ん

　
《sea dragon

》

９
月
22
日
㈯
、
浜
田
市
室
内

プ
ー
ル
に
「
福
井
誠
記
念
プ
ー

ル
」の
愛
称
を
か
か
げ
、プ
レ
ー

ト
の
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

福
井
誠
さ
ん
の
弟
の
福
井
七

郎
さ
ん
の
ほ
か
関
係
者
が
出
席

し
、
将
来
、
浜
田
か
ら
第
２
の

福
井
誠
選
手
が
誕
生
す
る
こ
と

を
願
い
ま
し
た
。

（
２
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載
）

毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855‒25‒9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁

　
〒

697-8501 島
根

県
浜

田
市

殿
町

１
番

地
　

　
　

 ☎
0855‒22‒2612（

代
表

）
　

　
http://w

w
w

.city.ham
ada.shim

ane.jp
　

　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支

所
　

　
金

城
支

所
　

☎
42 ‒1234

　
　

　
　

　
旭

支
所

　
　

☎
45 ‒1234

　
　

　
　

　
弥

栄
支

所
　

☎
48 ‒2111

　
　

　
　

　
三

隅
支

所
　

☎
32‒2800

浜
田

市
広

報
係

 
@

koushitsu.ham
ada

Facebook

11 平
成
30年

N
o.211

広
報

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.263

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://www.hamada-kodomo-art.com

11
月
の
イ
ベ
ン
ト

今月の表紙
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